
『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

一
〇
九

（ ）

の

し

と

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）

の

し

―

地
域
性

歴
史
性―

と

山

県

浩

1

目

次調
査
対
象
・
方
法

歴
史
性

地
域
性

東
西
分
布
類（

以
上、

前
号）

西
日
本
分
布
類

東
日
本
分
布
類

無
分
布
類

１．２．３．４．
．．．．

５．

は
じ
め
に

お
わ
り
に

41424344

42．

西
日
本
分
布
類（

Ａ
類）

［
］

西
日
本
分
布
類

、『

物
類
称
呼』

江
戸

出

資
料

、

現
代
方
言

西
日
本

特
徴
的

分
布

見
出

語

問
題

少

。更

Ａ
類

見
出

語

語

現
代
共
通
語
形

一
致

Ⅱ
類

。

、

対
応

現
代
共
通
語
形

地
域
性

検
討

。

歴
史
性

点

Ａ
類

特
徴
①〈

和
名
抄

用
例〉

見

見
出

語

語

以
外

古
辞
書
類

用
例

見
出

見
出

語

語

二
分

。

事
物

歴
史

問
題

考

、

故

見
出

語

選
択

背
景

複
雑

。

［
］

Ａ
類

見
出

語

語

、

西
日
本
分
布
類

西
日
本

広

分
布

。 １

７

３

４

７
は

が

で

さ
れ
た

で
あ
り
な
が

ら

で

に

に

す
る

し

と
し
て

が

な
く

な
い

に

の

し

は
す
べ
て

と

し
な
い

で
あ

る

こ
の
た
め

す
る

の

な
ど
も

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

の

で

は

な
ど
の

の

ら
れ
る

し

と
そ
れ

の

に

の

し
が
た
い

し

に

さ

れ
た

こ
れ
は

の

の

と

え
ら
れ
る
が

そ
れ

に
ま
た

し

と
し
て

さ
れ
た

も

な
よ
う
で
あ
る

の

し

は

だ
け
に

に

く

す

る
11



一
一
〇

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

2

し
か
し

に

く

ら
れ
な
い

で
な
く

ま
た
す
べ
て
が

に
ま

と
ま
っ
た

を

つ

で
も
な
い

の

に
し
て
も

き
び
す

の

し

は

に

ら
れ
る
が

の

ま
ゆ

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い
も

ぼ
う
ふ
ら

た
け

い
か
の
ぼ
り

の

し

は

に

ら
れ
な
い

こ
の
よ
う
な

を

ま
え

の

し

が

に

で
ど
の
よ
う
に

し
て
い
た
か
を

え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

に

で
ど
の
よ
う
に

わ
れ
て
い
た
か
は

し

と
し
て

さ
れ
た

を

え

る

な

と
な
る

に

す
る

し

に

し
て

に

が
る
の
は

ど
の
よ

う
な

い

で
あ
る
か

に

に

て

の

い

か

し

よ
り

の

の

い

か
な
ど
に
つ
い
て

す
る

が
あ
る

こ
の

に

し
た

く

す
る

が

に

が
る
こ
と
が

い

を

す
る
こ
と
ば
の

の

と
し
て

に

が
る

い

が
な
ぜ

し

と
し
て

さ
れ
な
か
っ
た
か

な
ど
も

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

き
び
す

の

し

は

の

で

で

の

い

と
さ
れ
る

キ
ビ
ス

は

を

く

を

に

の

び

に

し
て

が
る

で

と
し
た

に
ほ
ぼ

ら
れ

る

に

く

す
る

で

な

で
あ
る

は

に

に

ア
シ
ノ

ト
モ

や

の

に
ア
ド

が

ら
れ
る

で

に
も

キ
ビ
ス

の

が

も

い
に
は
い
ろ
い
ろ
な

が

ら
れ

で
も

に

が
る

ア
グ

ト

が

の

を

す
る

カ
カ
ト

は

を

む

の

カ
ガ
ト

は

の

に

ら
れ
る

そ
の

ア
ク
ト

ア
ク
ド

が

ア
ッ
コ

イ

ア
ッ
ク
イ

が

に
ま
と
ま
る
な
ど

で
あ
る

に
は

に
て

き
び
す
と

に
て

か

と
と

と
あ
り

と

じ

が

め
ら
れ
る

で
の

カ
カ
ト

は

の

に

し
て

が

し

て
あ
る
と

わ
れ
る

す
べ

て
で
こ
の

い

が

ら
れ
る

か
ら
も

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

え
る

た
だ､

は
ま
お
ぎ

で
は

き
び
し
ゃ

オ

の

く

し

も

ら
れ
る
が

カ
ガ
ト

も

し
て
あ
る

で

キ
ビ
ス

は

の
も
の
か
ら

ど
す
べ
て
の

に

ら
れ

る
が

カ
カ
ト

は

だ
け
で
あ
る

つ
ま
り

の

に
は

キ
ビ
ス

カ
カ
ト

に

の

ク
ビ
ス

が

ら
れ
る

し

の

の

で
は

カ
ガ
ト

カ
カ
ト

で

キ
ビ
ス

は

え
ず

の

に
な

か
っ
た

カ
ガ
ト

が

さ
れ
る

に
よ
る
と

キ
ビ
ス

は

、

東
日
本

全

見

訳

、

西
日
本

分
布
領
域

持

訳

。

西
日
本

分
布

、

語（

項
目

「
」

見
出

語）

京
阪

見

（
ａ
型）

、

他

語（

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

・

「
」

・

「
」

・

「
」

見
出

語）

京
阪

見
（

ｎ
型）

。

分
布
状
況

踏

、

Ａ
類

見
出

語

近
世
後
期

関
東
・
東

日
本

分
布

考

。

特

江
戸

使

、

見
出

語

選
択

背
景

考

場
合、

重
要

問
題

。

［
］

西
日
本

分
布

見
出

語

対

東
日
本

広

、

言

方

、

特

歴
史
的

見

東
日
本
固
有

言

方

、

見
出

語

一
昔
前

京
坂

言

方

注
意

必
要

。

場
合、

章［
］

項

示

如

対
応

現
代
共
通
語
形

東
日
本

広

多

。

共
通
語
的
性
格

有

歴
史
的
変
遷

問
題

東
日
本

広

言

方

見
出

語

採
用

考

。

［
］

項
目

「
」

見
出

語

Ａ
類
唯
一

ａ
型

、『

物
類
称
呼』

「

関
西」

言

方

。

〈
〉

紀
伊
半
島
南
部

除

近
畿
地
方

中
心

富
山
・
石
川
・
福
井

・
岐
阜

一
部
及

中
国
全
域
・
九
州
北
部

連
続

広

。

本
稿

「

西
日

本」

富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
・
滋
賀
県
・
三
重
県
以
西

限

上、

西
日
本

広

分
布

点

、

典
型
的

Ａ
類

。

西
日
本

他

紀
伊
半
島

〈（
）

〉

福
岡
・
佐
賀
以
外

九
州

・
沖
縄

類

見

程
度

、

全
国
的

〈
〉

分
布
領
域

最

広

。

東
日
本

変
種

見

、

中

東
北
全
域

広

〈

〉

最
大

領
域

有

。

現
代
共
通
語
形〈

〉（

Ｂ
類
・
ｂ
型）

東
京

含

関
東

西
半、〈

〉

関
東

東
半

限

。

他、

〈

・

〉

群
馬
北
部
・
新
潟、〈

（
）

・

〉

山
梨
・
長
野
・
岐
阜
南
部

、

多
彩

。

［
］『

物
類
称
呼』

「

関
西

・

云

関
東

・

ゝ

云

…
」（

頁）

、

現
代

同

対
立

認

。

江
戸

〈
〉

、

各
地

方
言
形

対

江
戸
語

対
比
・
対
照

言

方
言
集（『

浜
荻（

庄
内）』

頁
・『

御
国
通
辞』

頁
・

『

浜
荻（

仙
台）』

頁
・『

仙
台
方
言』

頁
・『

方
言
達
用
抄』

頁）

言

方

見

点

安
定

伺

。

『
（

久
留
米）』

「
（

」（
）

如

見
出

語

見

、〈
〉

併
記

。

古
辞
書
類

〈
〉

中
古
期

殆

資
料

見

、〈
〉

『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

。

、『

和
英
語
林
集
成』

和
英

部

〈
〉〈

〉

、

更

後
述

〈
〉

見

（

但

、

英
和

部「
」

項

、

初
版
・

二
版〈

〉

、

三
版〈

〉

、〈
〉

見

、

和
英

部

〈
〉

示

）

。

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

、〈
〉

「

大
智
度
論
天
安
二

１

６

６

４

３

２

６

22

23

26

29

35

12

51

21

31

85

1339

注
√

451

667

177

H
E
E
L

か

と

き
び
す

ク
ビ
ス

ル
ビ

く
び
す
と
い
ふ
べ
し

ゞ

誤
也

踵（

・
右

）



一
一
一

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

3

年
点」（

八
五
八）

歴
史

深

、〈
〉

「

書
言
字
考
節
用
集」

（

一
七
一
七）

前
田
富
祺
氏

「

近
世

東
国
系

語

出

」（
前
田
一
九
八
五

頁）

。

右

如

〈
〉

歴
史

深

考

、

京
坂

場

面

、

改

場
面

使

。

従

、

江

戸

「

関
西」

言

方

一
定

地
域
色

存

、

在
来

言

方

〈
〉

使

分
「

言
葉」

側
面

持

合

受

入

考

。
［

］『

物
類
称
呼』

見
出

形
式

「
跟

」

、

副
見
出

語

「
」

示

。

正
倉
院
文
書（

七
四
〇）

見

歴
史

深

言

方

、

中
古

近

世

入

俗
語

〈
〉

対

、

一
般
的
・
正

形

使

言

（

前
田
一
九
八
五）

。『

和
英
語
林
集
成』

見
出

立

、

特
別

符
号

付

、

前
田
氏

同
書

「

雅
語
的

」（

同

頁）

捉

判
断

。

『

物
類
称
呼』

〈

地
域―

方
言
形〉

記
述

見

、

現
代
方
言

一
般
的

、

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

〈
〉

上
位
場

面、

或

特
殊

書

言
葉

使

言

方

。

前
掲『
（

久
留
米）』

説
明

記
述「

踵

」

、

性
格

現

言

。

［
］

Ａ
類
・
ｎ
型

各
項
目

、

京
阪
・
東
京

見

言

方

、

次

如

。

東
京

問
題

、

京
都

大
阪

言

方

異

。

、

両
方
揃

見
出

語

見

京
阪
分
布

条
件

、

京
都
或

大
阪

見
出

語

存

場
合

。

項
目

「
」

京
阪〈

・

〉
―

東
京〈

・

〉

項
目

「
」

京
都〈

〉

・
大
阪〈

〉
―

東
京〈

〉

項
目

「
」

京
阪〈

〉
―

東
京〈

〉

項
目

「
」

京
都〈

〉

・
大
阪〈

〉
―

東
京

〈
〉

項
目

「
」

京
都〈

・

〉

・
大
阪〈

〉
―

東
京

〈
〉

項
目

「
」

京
阪〈

〉
―

東
京〈

〉

ｎ
型

言

、

西
日
本
分
布
類

、

項
目

・

・

如

見
出

語

、

又

変
化
形

京
阪

見

。

、

見
出

語

近
畿
地
方

周
辺
地
域

西
日
本

周
辺
地
域

分
布

点

共
通

。

一
方、

東
京

言

方

、

項
目

〈
〉

除

、

現
代

共
通
語
形

、

項
目

・

・

京
阪

見

。

［
］

近
畿
中
央

広

変
種

周
辺
地
域

見
出

語

分
布

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

。

京
阪

衰
退

近
年

、

ｎ
型

、

京
都

大
阪

分

布

違

存

、

項
目

・

大
阪

見
出

語

見

。

［
］

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

静
岡

愛
知

県
境
域
・
兵
庫
及

京
都
北
部

か
ら
で

は

く

カ
カ
ト

は

か
ら
で

も

に
な
っ
て

の

と
し
て

て

く
る
も
の

と
さ
れ
る

の

き

キ
ビ
ス

の

の

さ
を

え
る
と

で
も
く
つ
ろ
い
だ

だ
け
で
な
く

ま
っ
た

で
も

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

っ
て

で
は

の

い

と
し
て

の

は

す
る
が

の

い

で
あ
る

カ
カ
ト

と

い

け
ら
れ
る

い
い

と
い
う

も

ち

わ

せ
て

け

れ
ら
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

の

し

は

き
び
す

で

し

に

く
び
す

が

さ
れ
る

か
ら

ら
れ
る

の

い

い

で

か
ら

に

る
ま
で

と
さ
れ
る

キ
ビ
ス

に

し

し
い

と
し
て

わ
れ
て
い
た
と

う

で
も

し
に

て
ら
れ

な

は

さ
れ
て
い
な
い
が

は

で

な
も

の

と

え
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る

の

の

に
も

ら
れ
ず

で
も

で
な
い
た
め

に
は

と
も

キ
ビ
ス

よ
り

い
は

な

き

だ
け
で

わ
れ
る

い

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る

は
ま
お
ぎ

の

の

く
び
す
と
い
ふ
べ
し

も

こ
の
よ
う
な

の

れ
と

え
る

の

で

に
お
い
て

に

ら
れ
る

い

は

の

く
で
あ
る

は

な
い
が

と

で

い

の

な
る
こ
と
が
あ
る

こ
の
と

き

っ
て

し

の

ら
れ
る
こ
と
を

の

と
し
た
た
め

い
は

の
ど
ち
ら
か
に

し

の

す
る

が
あ
る

ま
ゆ

マ
ユ
ゲ

マ
イ
ゲ

マ
ユ
ゲ

マ
ミ
ヤ

な
ん
ば
ん
き
び

ナ
ン
バ

ナ
ン
バ
キ
ビ

ト

モ
ロ
コ
シ

り
う
き
う
い
も

サ
ツ
マ
イ
モ

サ
ツ
マ
イ
モ

ぼ
う
ふ
ら

カ
ボ
チ
ャ

ナ
ン
キ
ン

ト

ナ
ス

た
け

マ
ッ
タ
ケ

キ
ノ
コ

タ
ケ

キ
ノ
コ

い
か
の
ぼ
り

イ
カ

タ
コ

と
は

え

で
あ
る
た
め

の

く

し

が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

は
そ
の

が

に

ら
れ
る

し
か
し

い
ず

れ
の

し

も

の

ま
た
は

の

に

す
る

で

す
る

の

い

は

の

ト

ナ
ス

を

く
と

す
べ
て

で

で
は

に
も

ら
れ
る

に

が
る

の

に

し

が

す
る
の
は

な
ん
ば
ん
き
び

た
け

い
か
の
ぼ
り

で
あ
る

で
の

が

で
あ
っ
た
た
め
か

と
し
た
が

と

で

に

い
が

し

で
は

に

し

が

ら
れ
る

な
ん
ば
ん
き
び

し

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

は

と

の

び

685
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一
一
二

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

4

な
ど

に

が
る

ナ
ン
バ

の

に
ま
と
ま
る

そ

の

な
ど
に
も

す
る

に

な

の

つ
が

す
る
が

に

は

く

し
た

が
な
い
た
め

な
が
ら

に

い
と
こ
ろ
も

す
る

で
は

ナ
ン
バ
ン

と
そ
の

な
ど

に

が
る

ト

キ
ビ

キ
ビ

が

し
た

を

つ

で
は

の

ト

モ
ロ
コ
シ

を

め
と
し
て

キ
ミ

ト

ミ
ギ

モ
ロ
コ
シ

な
ど

に

な

が

す
る

に
は

に
て

な
ん
ば
ん
き
び

き
び
と

に
て

た
う
も
ろ
こ
し

と
あ
り

で
は
ま
だ

ナ
ン
バ

キ
ビ

が

で
な
か
っ
た
こ
と

の

の

が
す
で
に

て
い
た
こ
と
な
ど
が

か
る

し
か
し

き
び

も
ろ
こ
し

き
び

な
ど
か

ら

に
は

の

の

が

え
る

な
お

で
は

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

は

の
み

し

ナ
ン
バ

は

に

ト

モ
ロ
コ
シ

は

の
み
で
あ
る

の

の

で
は

ト
モ
ロ
コ
シ

ナ
ン
バ

ト

モ
ロ
コ
シ

で
あ
る

で
も

の

し
さ
を

る
よ
う
に

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

ト

モ
ロ
コ
シ

と
も

か
ら
の

に

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る

の

に
は

ト

モ
ロ

コ
シ

は

ら
れ
る
が

ナ
ン
バ
ン

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

は

ら
れ
な
い

く
つ
ろ
い
だ

の

と
し
て

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

は

を

に

の

を

し
て
い
た
こ
と
は

い
な
か
ろ
う

し
か
し

で

は

で
あ
る
と
い
う

を

い

ら
れ
た

で

わ
れ
る
か

い

は

に

ま
っ
て
い
た
と

さ
れ
る

す
る

ト

モ
ロ
コ
シ

は

の

し

で

に

わ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

で
も

ま
め

き
み

た
う
き
み

に

し
て

の

と
し
て

し
て
あ
る

た
だ

で

の

い

と
さ
れ
る
が

で
は

に

ら
れ
る

に
は
そ
の

は
よ
り

く

だ
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

ま
た

ト
ウ
ギ
ミ

ニ
テ

モ
ロ
コ
シ
ト

フ
ハ

ヒ
ガ
コ
ト

ナ
リ

と
い
う

え

は
こ
の

い

が

で

に

ら
れ
て
い
る
こ
と
を

す
も
の
か
も
し
れ
な
い

は

る
が

で
は

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

の

を

の

い

と
す
る

が

ら
れ
る

た
け

し

タ
ケ

は

び

な

ど

に

が
る

マ
ッ
タ
ケ

を

り

ん
で

す
る

ま
た

の

に

ク
サ
ビ
ラ

が

す
る

で
は

の
ま
と
ま
っ
た

の
た
め

こ
の

の

で
は

タ
ケ

が

も

い

た
だ

に
な
る
と

か
ら

に

す
る

ナ
バ

が

も

い

を

つ
し
か
し

に
は

キ
ノ
コ

の

が

で
あ
る

ち

の
ほ
ぼ

に

が
る
が

で
は

に

に
ま
と
ま
る

か
ら

キ
ノ
コ

の

、

近
畿
全
域
・
岡
山
・
徳
島

広

〈
〉

周
辺

。

他、

長
野
南
部
・
岐
阜
・
石
川
・
福
井
西
部
・
広
島
・
山
口

点
在

。

「

東
日
本」

有
力

分
布
域

一

存

、

全
般

密
度

低

、

連

続

領
域

、

Ａ
類

Ｎ
類

近

存

。

西
日
本

、

類

周
辺
地
域（

九
州
・
四
国
・
北
陸

）

広

〈
（

）
〉〈

〉

拮
抗

分
布
領
域

持

。

東
日
本

、

関
東
南
部

現
代
共
通
語
形〈

〉（

Ｂ
類
・
ｂ
型）

初

〈
〉〈

〉〈
〉

、

各
地

有
力

方
言
形

分
布

。

『

物
類
称
呼』

「

畿
内

・

菓
子

云

…

東

国

・

」（

頁）
、

当
時
京
坂

〈

（
）〉

一
般
的

、

今
日

東
西
対
立

原
型

出

来

分

。

、『

浪
花
聞
書』「

南
蛮

」

（

頁）

・『

東
京
京
阪
言
語
違』「

唐

難
波

」（

頁）

、

世
紀
前
半

今
日

大
阪

状
況

伺

。

、

古
辞
書
類

〈
〉

『

恵
空
本
節
用
集
大
全』

（

但

、〈
〉

『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』
用
例）

、
〈

〉
『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

（

英
和

部「
」

項

、

初
版
・
二
版〈

〉〈
〉

、

三
版〈
〉

）

。『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

伝
来

新

物
語

〈
〉〈

〉

世
紀
後

半

文
献

見

。『

江
戸
語

辞
典』

〈

〉

見

、〈
〉〈

〉

見

。

近
世
後
期
当
時

場
面

言
葉

〈
〉

京
坂

中
心

一
定

勢
力

有

間
違

。

、

江
戸

、

上
方
語

意
識

伴

、

限

場
面

使

、

或

理
解
語

止

予
想

。

対
応

現
代
共
通
語
形〈

〉

当
時
江
戸

話

言
葉

普
通

使

考

。『

御
国
通
辞』『

浜
荻（

仙
台）』

「

」「
」

対

江
戸

言
葉

示

。

、『

物
類

称
呼』

「

東
国」

言

方

、

関
東
南
部

限

。

近

世
後
期

分
布
領
域

狭
、

江
戸
周
辺

。

『

常
陸
方
言』「

江
戸

唐

云

、

」（

頁）

捉

方

言

方

江
戸

場
面
的
・
階
層
的

限

示

。

時
代

下

、

大
槻
文
彦『

言

海』
〈

〉

方

正
規

言

方

記
述

見

。

［
］

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

、

三
重
及

兵
庫
・
鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
愛
媛
北
部

、

近
畿
中
央

広

〈
〉

取

囲

分
布

。

両
語
形

境
界
地
域

〈
〉

点
在

。

近
畿
周
辺

近
畿
西
部
・
中
国
東
部

領
域

、

三
語

形

中

〈
〉

最

広

。

、

西
日
本
全
体

、

中
国
西
半

・
四
国
西
半

九
州
・
沖
縄

分
布

〈
〉

最

広

分
布
領
域

持

。

、

全
国
的

現
代
共
通
語
形〈

〉（

Ｂ
類
・

型）

分
布
領

域

最
大

。

即

、

東
日
本

全
域

広

、

西
日
本

近
畿

以
外

山
陰
・
四
国
・
九
州
南
部

。

分
布
状
況

〈
〉

方

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

く
は
し

ナ
ン
バ

た
う

な
ん
ば

マ
マ 又
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一
一
三

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

5

が

タ
ケ

よ
り

い

い

と

で
き
る

し
か
し

で
は

キ
ノ
コ

が

の
も
の
に

つ
か

え
る

で

タ
ケ

は

の
も
の
か
ら

ら
れ
る

も

で

キ
ノ
コ

は

の

か
ら
で
あ
る
が

タ
ケ

は

の

や

な
ど

の

か
ら

ら
れ
る

こ
の

に
つ
い
て

に
は

が

ら
れ
な
い
が

の
ア
ク
セ
ン

ト
と
の

で

の

タ
ケ

は

に

ら
れ
た
と
の

が
あ
る

に
は

タ
ケ

キ
ノ
コ

と
も

は

さ
れ
て
い
な
い

が

し

に
は

た
け

の

く

し

と

し

で

べ
ら
れ
て
い
る

ま
た

の

で
も

と

の

ク
サ
ビ
ラ

が

じ
よ
う
に

わ
れ
て
い
る

の

の

で
は

タ
ケ

ク
サ
ビ
ラ

キ
ノ
コ

ハ
ツ

の

く

い

が

な
る

た
だ

の

や

の

か
ら

の
く
つ
ろ
い
だ

で

キ
ノ

コ

が

で
あ
っ
た
こ
と
は

か
で
あ
ろ
う

し
か
し

ま
っ
た

や

き

に
な
る
と

タ
ケ

や

ク
サ
ビ
ラ

が

わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

の

マ
ッ
タ
ケ

は

で
も

の

の

が

ら
れ
な
い

ら
れ
た

で
は
す
で
に

わ
れ

は
じ
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

の
く
つ
ろ
い
だ

で
は

ま
で
は
ク
サ
ビ
ラ
が

き
の
こ

を

す

と
し
て

さ
れ
て
い
た

の

く

ク
サ
ビ
ラ

が

で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る

タ
ケ

は
す
で
に

ま
っ
た

や

き

に

ら

れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

い
か
の
ぼ
り

し

イ
カ
ノ
ボ
リ

は

な
ど

の

に

が
る

イ
カ

の

に

す
る

そ
の

で

と

し
た
が

な

の

さ
が

ら
れ
る

に
は

タ
コ

が

を

く

の

の

な
ど

イ
カ

の

に

が
っ
て

の

を

つ

イ
カ
ノ
ボ
リ

イ
カ

を

と
し

て
ま
と
め
て
も
そ
の

は

タ
コ

の
そ
れ
に

く

ば
な
い

な
お

な

か
ら

タ
コ

の

が
イ
カ

よ
り

い

い

と

え
ら
れ
る

し
か
し

で
も
と
も
に

の

か
ら
で

も

め

で

を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
は

に
て

い
か
と

に
て

た
こ
と
い
ふ

の

く

と

の

が

え
ら
れ
て
い
る
が

し

の

は

さ
れ
て
い
な
い

た
だ

い
か

に

て
は

い
か
の
ぼ
り
と

じ

し
て

い
か
と

ふ

は
ま

お
ぎ

い
か

オ

な
ど
の

か
ら

と
も
に

イ
カ
ノ
ボ
リ

は
く
つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
ず

ま
っ
た

や

き

に

ら
れ
て
い
た
こ
と
が

か
る

ま
た

の

に

イ
カ

は

え
ず

イ
カ
ノ
ボ
リ

は

の

が

さ
れ

と

さ
れ
る

〈
〉

古

言

方

解
釈

。

、

古
辞
書
類

〈
〉

室
町
期
以
降

幾

拾

程
度
、〈

〉

中
古
期

見

。『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

同
様

、〈
〉

世
紀
後
半

文
献

、〈
〉

「

日

本
書
紀」

古
訓

「
十
巻
本
和
名
抄」

、

中
古
期

文
献

見

。

点

『

解
説

』

解
釈

見

、「

竹」

関
係

【

茸】
〈

〉

近
畿
周
辺

限

解
釈

（

佐
藤
編
一
九
八
三

巻
・

～
頁）

。
『

物
類
称
呼』

〈
〉〈

〉

使
用
地
域

記

、

見
出

形
式

「

菌
茸

」

如

見
出

語

副
見
出

語

並

。

『

和
英
語
林
集
成（
初
版
・
二
版
・
三
版）』

和
英

部

両
語
形

後
掲

〈
〉

同

扱
（

英
和

部「
」

項

、

初
版
・
二
版〈

〉〈
〉

、

三
版

〈
〉〈

〉

如

扱

方

異

）

。

、

従
来

研
究

分
布
状
況

江
戸

場
面

〈

〉

一
般
的

明

。

、

改

場
面

書

言
葉

、〈
〉

〈
〉

使

。

一
方、

近
畿
中
央

〈
〉

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

等

【

茸】

意

用
例

見

。

限

場
面
・
階
層

使

、

近
世
後
期
京
坂

場
面

、

「

近
世
末

〈
〉

表

語
形

使
用

」

（

佐
藤
編
一
九
八
三

巻
・

頁）

如

、〈
〉

一
般
的

。

一
方、〈

〉

改

場
面

書

言
葉

限

考

。

［
］

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

岐
阜
北
部
・
福
井
・
京
都
北
部
・
鳥
取
・
岡
山
北

部
・
大
分

、

北
陸
・
近
畿
中
央
・
中
四
国

一
部

広

〈
〉

周
辺

点
在

。

点

Ａ
類

分
類

、

Ｎ
類
的

分
布
密
度

低

見

。
全
国
的

現
代
共
通
語
形〈

〉（

類
・
ｂ
型）

東
北
東
半

除

東

日
本
全
域

他、

近
畿
南
部
・
山
陰
・
四
国

大
半
・
九
州
東
半

、

類

周
辺

広

最
大

領
域

持

。〈
〉〈

〉

同
系
統

分
布
領
域

〈
〉

遠

及

。

、

全
国
的

分
布
状
況

〈
〉

方

類

古

言

方

考

。

、『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

世
紀

文

献

、

古
辞
書
類

含
、

文
献

先
後
関
係

確
認

。

『

物
類
称
呼』

「

畿
内

・

云

関
東

・

…
」

（

頁）

如

現
代

同
様

対
立

捉

、

見
出

語

使
用

地
域

記

。

、『

浪
花
聞
書』「

」（

頁）

・『

守
貞
謾
稿』「

京
坂

、

訓

、

下
略

、

云

」（

④

頁）

・『

（

久
留
米）』「

（
」
（

）

記

述

京
坂
・
江
戸

〈
〉

場
面

使

、

改

場
面

書

言
葉

限

分

。

『

江
戸
語

辞
典』

〈
〉

見

、〈
〉
「

客
者
評
判
記」（

一
七
八
〇）

用
例

示

、「

上
方
借
用
語」

記

。

15

35

17

５
９９

２

２

290

291

288

313122

297

き
の
こ
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い
か
の
ぼ
り

で
た
こ
と
い
ふ

た
こ

の

も
て
あ
そ
ぶ

イ
カ
ノ
ボ
リ

ル
ビ

ニ

ル
ビ

也

江

戸

…

小
児

専

品
也

鳳
巾（

・
右

）

紙
鳶（

上

同
・
右

）
…



一
一
四

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

6

『
和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

〈
〉

和
英
・
英

和

〈
〉

同
様

扱

、〈
〉

見

。

先

『

浪
花
聞
書』
以
下

記
述

確
認

、〈
〉

「

畿
内」

言

方〈
〉

「

本
来

言

方
・
元
々

言

方」

語
源
意
識

一
般
的

知

。

［
］

項
目

「
」

・
「

」

・

「
」

見
出

語

、

前
項

語

比

近
畿
中
央

早

衰
退

、

近
畿
地
方

殆

見

、

西
日
本
各
地

散
在

。

新

京
坂
・
近
畿
地
方

固
有

言

方

生

、

或

勢
力

弱

、

対
応

現
代
共
通
語
形

近
畿
地

方

侵
出

著

。

、［
］

項

示

如

京
阪

現
代
共

通
語
形

見

。

［
］

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

沖
縄
本
島

、

琉
球

優
勢

、

以
外

分
布

持

。

富
山
・
高
知
・
熊
本

、

西
日
本

各
県

数
地
点

〈
〉〈

〉

混
在

。

沖
縄

分
布

、

Ｎ
類
所
属

妥
当

。

西
日
本

紀
伊
半
島

除

近
畿

山
陰
及

鹿
児
島

除

九
州

見

〈
〉

紀
伊
半
島
・
中
国
・
四
国

瀬
戸
内
側

広

〈
〉

領
域

二
分

。

東
日
本

、

関
東
南
部

中
心

甲
信
越

類（

・

・

）

混
在

。

、

東
北
地
方

〈
（

）
〉

分
布
領
域

目
立

。

全
国
的

領
域

広

〈
（

）
〉

〈
〉〈

〉

競

合

。

、

現
代
共
通
語
形〈

〉（

類
・

型）

分
布
領
域

持

、

新
潟
・
福
島

大
分
・
熊
本

他

変
種（

特

〈
〉）

混
在

。

『

物
類
称
呼』

見
出

語

使
用
地
域

示

、「

関
西

・

東
国

・

…
」（

頁）

東
西

違

示

。

見
出

語〈
〉

、

中
古
期

古
辞
書

『

和
英
語
林
集
成

（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

調
査
資
料

見

「

規
範
形」

言

言

方

。

加

『

和
玉
篇』

見

「

関
西」

言

方「
」

構
成

言

方

意
識

強

。

一
方、「

東
国」

言

方

〈
〉

、〈
〉〈

〉

含

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

近
世

文
献（

世
紀
以
降

咄

本
・
洒
落
本
・
滑
稽
本

）

示

、『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・

二
版
・
三
版）』

殆

見

。〈
〉〈

〉

使

分

下
位
場
面

一
般
的

言

方

判
断

。

見
出

語〈
〉

、

当
時

京
坂

言

方

語
源

言

方

、

分
布
領
域

見

点

〈
〉

共
通

。

、

琉
球

分
布

歴
史

深

別
格

。

近
世
後
期
京
坂
・
江
戸

場
面

一
般
的

、

書

言
葉

上
位
場
面

一
定

勢
力

持

考

。

［
］

項
目

「
」

項
目

「
」

同
様
室
町
末
期

渡
来

作
物

古
辞
書
類

殆

用
例

見

。

で

イ
カ
ノ
ボ
リ

は

と
も
に

タ
コ

と

に

わ
れ
る
が

イ
カ

は

ら
れ
な
い

の

の

で
も

で
き
る
が

イ
カ
ノ
ボ
リ

は

の

い

イ
カ

の

の

い

の

い

な
ど
の

が

で
あ
っ
た
こ
と
が

ら
れ
る

ま
ゆ

り
う
き
う
い
も

ぼ
う
ふ
ら

の

し

は

の

に

べ
る
と

で

く

し
た
た
め
か

に
は

ど

ら
れ
ず

に

す
る

ま
た
こ
れ
ら
よ
り

し
い

に

な

い

が

じ
な
か
っ
た

た
め
か

い
は

が

か
っ
た
た
め
か

す
る

の

へ
の

が

し
い

こ
の
た
め

に

し
た

く

で
も

の

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

ま
ゆ

し

マ
ユ

は

な
ど

で
は

で
あ
る
が

そ
れ

に
ま
と
ま
っ
た

を

た
な
い

な
ど

の

に

ず
つ

マ
イ

マ
イ
ゲ

と

す
る
だ
け
で
あ
る

の

が
な

け
れ
ば

が

で
あ
る

で
は

を

く

か
ら

び

を

く

に

ら

れ
る

マ
イ
ゲ

と

の

に

が
る

マ
ヒ
ゲ

が

を

す
る

で
は

を

に

に
か
け
て
マ
ミ
ア
イ

マ
ミ
ア
イ

マ
ミ
エ

マ
ミ
ヤ
な
ど

が

す
る

こ
の
た
め

に
ま
と
ま
る

コ

ノ
ケ

の

が

つ

に
も

の

さ
に
お
い
て

コ

ノ
ケ

は

マ
イ
ゲ

マ
ヒ
ゲ

と

い

う

な
お

マ
ユ
ゲ

は
ま
と
ま
っ
た

を

た
ず

か
ら

ま
で

の

に

マ
イ
ゲ

と

す
る

で
は

し

の

は

さ
れ
ず

に
て

ま
ゆ

げ
と
い
ふ

に
て

ま
み
あ
い
と
い
ふ

と
い
う

の

い
が

さ
れ
る

し

マ
ユ

は

の

か
ら

ま
で

ほ
ぼ
す
べ
て
に

ら
れ
る

と
も

え
る

い

で
あ
る

え
て

か
ら

ら
れ
る

の

い

ま
ゆ
げ

を

す
る

い

と
い
う

も

か
ろ
う

の

い

で
あ
る

マ
ミ
ア
イ

は

マ
ミ
エ

マ
ミ
エ

を

め
て
も

で

の

の

な
ど

が

さ
れ
る
だ
け
で

に
も

ど

ら
れ
な
い

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

と

い

け
ら
れ

る

に

な

い

と

で
き
る

し

マ
ユ

は

の

の

い

の

と
な
る

い

で

に
ま
と
ま
っ
た

の

ら
れ
な
い

で

イ
カ
ノ
ボ
リ

と

す
る
と
こ

ろ
が
あ
る

し
か
し

に

す
る
こ
と
か
ら
も

の

さ
は

で
あ
る

と
も
に
く
つ
ろ
い
だ

で
は

で
な
か
ろ
う
が

き

な
ど

で
は

の

を

っ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

り
う
き
う
い
も

な
ん
ば
ん
き
び

に

し
た

だ
け
に

に
は

ど

が

ら
れ
な
い

注

注

注

注

«

»

…
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一
一
五

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

7

し
か
し

は

で

は

な
く

は

で
あ
る

し

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

は

を

め
て
も

か
ら

に
ま
と
ま
る

で

あ
と
は

な
ど
に

の

と

す
る

サ
ツ
マ
イ
モ

が

か
ら

ま
で

し
て

が
る

こ
の
た
め

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

が
カ
ラ
イ
モ

ト

イ
モ

と
と
も
に

に

し
や
ら
れ
て
い
る

た
だ

に

に
て

り
う
き
う
い
も
と

に
て

さ

つ
ま
い
も
と
い
ふ

と

え

は
ま
だ

し

が

で

の

を

し
て
い
た
こ
と
が

ら
れ
る

は

に
よ
っ
て

ま
で
は

で
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
モ
と

ぶ

の
が

で
あ
っ
た

に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
モ

な
ど
が
あ
る

が
っ
て
い
た

が
あ
り

と
す
る

っ
て

サ
ツ
マ
イ
モ

は

の

を

つ
が

そ
れ
は

を

に

に

を

し
て

な

ど
に

ん
だ

と

さ
れ
る

で
は

は
ま
お
ぎ

に

と
う
い
も

さ
つ
ま
い
も

り
う
き
う
い
も

オ

の

く

の
い
や
し
き

オ

に

げ
ら
れ
る

の

や

や

な
ど
の

な
ど
か
ら

サ
ツ
マ
イ
モ

に

す
る

な

い

で
あ
る
こ
と
が

か
る

し
く
は

く
つ
ろ
い
だ

の

サ
ツ
マ
イ
モ

に

し

で

わ
れ
る

い

と

し
て

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

が

で

で
あ
っ
た
と

さ
れ
る

の

に
は

サ
ツ
マ
イ
モ

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

と
も

が

さ

れ
る

ぼ
う
ふ
ら

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い
も

の

し

と

じ
く

と
し
て
の

が

い

こ
の
た
め

の

し

も

に

ど

が

ら
れ
ず

す
る

カ
ボ
チ
ャ

で

も

だ
け
で
あ
る

は

の

に

く

に

な

が

す
る

し

ボ

フ
ラ

は

に

ら
れ

る

し
て
い
な
い
が

の

は

い

を

に
す
る

ボ

ブ
ラ

の

は
よ
り

く

の

び

を

く

の

に

ら
れ
る

ま
た

に
は

の

ド
フ
ラ

ボ
ン
ボ
ラ

な
ど
が

す
る

こ
れ
は
ボ

ブ
ラ

が

を

と
す
る

ナ
ン
キ
ン

に
よ
っ
て

さ
れ
た

で
あ
る

し
か
し

ナ
ン
キ
ン

も

に

が
り

の

を

つ

カ
ボ
チ
ャ

に

さ
れ

で
あ
る

ち

カ
ボ
チ
ャ

は

な
ど

で
は

に
な
り

な
ど

の

に
も

ら
れ
る

な
ど
で
そ
の

が

で
き
な
い
が

か
ら
す
る
と

ボ

ブ
ラ

カ
ボ
チ
ャ

ナ
ン
キ
ン

と
い
う

が

で
あ
ろ
う

こ
の
と
き

し

ボ

フ
ラ

と

ボ

ブ
ラ

の

が

と
な
る

こ
れ
ら
が
ポ
ル

ト
ガ
ル

を

と
す
る
の
で
あ
れ
ば

ボ

ブ
ラ

が

の

、

分
布
状
況

対
照
的

、

方
言
量

少

、

分
布

明
快

。

見
出

語〈
〉

音
声
変
種

含

、

山
口
東
部

島
根
・
広
島
北
部

程
度

、

能
登
半
島
・
淡
路
島
・
岡
山
・
徳

島
・
愛
媛
・
福
岡
・
長
崎

他

変
種

混
在

。

一
方、

現
代
共
通
語
形〈

〉（

類
・

型）

東
北

近
畿
・

中
国

連
続

広

。

、〈
〉

類
・

類

島
根
・
岡
山
・
四
国
以
西

押

。

、『

物
類
称
呼』

「

畿
内

・

云

東
国

・

…
」（

頁）

見

、

当
時

見
出

語

近
畿
地
方

一
定

勢
力

有

知

。『

解
説

』
『

近
世
上
方
語
辞

典』
「

文
化
・
文
政
頃

、

上
方

呼

普
通

…

近
畿
一
帯

類

程
度
広

時
期

…
」（

頁）

。

従

、〈
〉

今
日
最
大

分
布
領
域

持

、

世

紀
後
半
以
降
江
戸
・
関
東
地
方

中
心

急
速

勢
力

拡
大

、

近
畿
地
方

及

結
果

判
断

。

一
方、

江
戸

、『
（

久
留
米）』

「
（

」（
）

如

「

関
東

俗
言」（

凡
例

）
掲

一
方、『

椿
説
弓
張
月』

説
明「

琉

球

芋

」
（

前

編
・
巻
三

上
・

頁）
『

春
色
梅
児
誉
美』

四
編
・
巻
十
二

『

浮
世
床』

初

編
・
上

表
記「

琉
球
芋」

〈
〉

対

規
範
的

言

方

分

（

詳

山
県
一
九
九
七

章［
］

項
参
照）

。

場
面

〈
〉

対

、

上
位
場
面

使

言

方

〈
〉

江
戸

一
般
的

判
断

（『

江

戸
語

辞
典』

〈
〉〈

〉

用
例

示

）

。

［
］

項
目

「
」

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

同

、

物

歴
史

浅

。

、

本
項
目

見
出

語

古
辞
書
類

殆

用
例

得

、

対
応

現
代
共
通
語
形〈

〉（

類
・
ａ
型）

『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

。

分
布
状
況

、

項
目

状
況

近

、

西
日
本

様
々

変
種

分
布

。

見
出

語〈
〉

鳥
取
・
島
根
西
部
・
広
島
・
徳
島
・
高
知

限

。

連
続

、

各
地
域

分
布
密
度

高
。

清
濁

異

〈

〉

分
布
領
域

広

、

富
山

一
部
・
石
川
及

宮
崎
・
鹿
児
島

除

九
州

大
半

見

。

秋
田

同
系
統

〈
〉〈

〉

分
布

。

類

近
畿
地
方

中
心

〈
〉

分
断

結
果

。

、〈
〉

東
日
本

広

、

最
大

分

布
領
域

持

〈
〉

押

気
味

。

即

、〈
〉

、

三
重
・
滋
賀
・
京
都
・
奈
良

、

近
畿
東
半

圧
倒
的

、

山
陰
・
鹿
児

島

西
日
本

周
辺
地
域

見

。

文
献

先
後
関
係

確
認

、

分
布
状
況

［
類→

→
］

変
遷

妥
当

。

見

出

語〈
〉

〈
〉

関
係

問
題

。

語「
」

語
源

、〈
〉

本
来

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ab

ab
ob
ara

AB

AB

80

49

19

61

32

26

22

23

22

４

９

り
ゅ
う
き
ゅ
う

き
ゅ
う
い
も
い
も

さ
つ
ま
い
も

512

323

´

関
東

俗

薩
摩
芋

称
。
當

初
薩
州

種

得

也。

の

は

と

す

に

を

た
れ
ば



一
一
六

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

8

言

方
〈

〉

変
化
形

。

文
献

世
紀
半

京
坂

変
化

生

確
認

言

（

佐
藤
編
一
九
八
三

巻
・

頁）

。

〈
〉

新

先

分
布
状
況

首
肯

。

用
例

如

、

見
出

語

「

西
国」

及

「

江
戸」

「

先
年」

言

方

。南
瓜

○
西
国

・

備
前

・

津
国

・

東
上
総

・

大
坂

・

江
戸

先
年

・

・
今

云

頁

『

解
説

』
『

近
世
上
方
語
辞
典』

「
東

子」（

一
八
〇
三）

京
都〈

〉

・
大
坂〈

〉

・
畿
内〈
〉

地
域
差

見

示

（

頁）

。『

物
類
称
呼』
「
大
坂」

一
昔
前

状
態

示

。

従

、『

物
類
称
呼』
当
時
京
坂

〈

〉

改

場
面

限

知

。

一
方、

関
東
・
東
日
本

今
日
見
出

語

存

、『

物
類
称
呼』

記

述

江
戸

〈
〉

存
在

示

同
時

〈
〉

勃
興

兆

示

。

旧
形
式

〈
〉

上
位
場
面、

新
形
式

〈
〉

下
位
場
面

如

使

分

予
想

。

近
世
後
期

関
東
・
東
日
本
各
地

出

農
書

〈
〉

〈
〉

見

、

今
日

伺

広

分
布

分

（

佐
藤
編
一
九
八
三

巻
・

～

頁）

、

世
紀

入

江
戸

『

浪
花
聞
書』「

南
京
瓜

」

（

頁）

・『

筑
紫
方
言』「

唐

」（

頁）

如

〈
〉

一
般
的

。

、『
（

久
留
米）』「

（
」（

）

他、『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・

三
版）』

〈
（

番
南
瓜）〉〈

（

南
瓜）〉

〈

（

南
瓜）〉

見

（

英
和

部「
」

項

、

初
版
・

二
版〈

〉〈
〉

、

三
版〈

〉〈
〉

、

一
方

「
」

項

、

初
版
・
二
版〈

〉

、

三
版〈

〉

〈
〉

）

。

規
範
的

言

方

一

〈

〉

江
戸

程
度
使

示

。『

言
海』

〈
〉

見
出

立

、〈
〉

説
明

中

触

。

、『

大
和
本
草』

「

南
瓜」（

Ⅰ
・

頁）

、

見
出

語〈
〉

見

。

小
林
隆
氏

詳
細

調
査（

佐
藤
編
一
九
八
三

巻
・

頁
以
下）

見
出

語〈
〉

〈
〉

京
坂
・
江
戸

一
定

勢
力

有

確
認

。

、〈
〉

〈

〉

比

、

近
世
後
期
以
降

文
献

〈
〉

方

規
範
的

言

方

多

思

。

［
］

Ａ
類

西
日
本

特
徴
的

見
出

語

語

、

分
布
類
型

見
直

行

、

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸
及

周
辺
地
域

実
態

。

歴
史
性

点

Ａ
類

対
照
的

二

分

。

古

古
辞
書
類

用
例

見

調
査

古
辞
書
類

殆

用
例

見
出

。

後
者

、

文
献

登
場

事
物

言

項
目

「

」

加

、

室
町
末
期

渡
来

植
物

項
目

「
」

・

い

で

ボ

フ
ラ

は

と
な
る

で
も

ば
に
は

で

こ
の

の

じ
た
こ
と
が

で
き
る
と

う

こ
の

ボ

フ
ラ

の

し
さ
は

の

か
ら
も

で
き
る

の

く

し

は

び

の

の

い

と
さ
れ
る

ぼ
う
ふ
ら

に
て

ぼ
う
ふ
ら

に
て

さ
つ
ま
ゆ
ふ
が

ほ

に
て

な
ん
き
ん

に
て

と
う
ぐ
は
ん

に
て

な

ん
き
ん
う
り

ぼ
う
ぶ
ら

に
て

は

ぼ
う
ふ
ら
と
い
ひ

は

か
ぼ
ち
ゃ
とは

の

に
よ
っ
て

カ
ボ
チ
ャ

ナ
ン
キ
ン

ボ

ブ
ラ

と
い
う

の

ら
れ
る
こ
と
を

す

の

は
そ
の

の

を

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

っ
て

で
は

ボ

ブ
ラ

が

ま
っ
た

に

ら
れ
は
じ
め
て
い
た
か
も

れ
な
い

に

し

は

し
な
い
が

の

は

で
の

ボ

フ
ラ

の

を

す
と

に

カ
ボ
チ
ャ

の

の

し
を

し
て
い
る

こ
の
こ
と
か
ら

で
あ
る

ボ

フ
ラ

が

で
あ
る

カ
ボ
チ
ャ

が

の

く

い

け
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る

ま
た

の

で

さ
れ
た

に

ボ

ブ
ラ

ボ

フ
ラ

が

ら
れ
る
と
の
こ
と
で

は

え
な
い

い

の
あ
っ
た

こ
と
が

か
る

た
だ

に

る
と

で
は

な
す

ぼ
う
ぶ
ら

の

く

ト

ナ
ス

が

に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る

し
か
し

は
ま
お
ぎ

ぼ

う
ぶ
ら

オ

の

に
は

カ
ボ
チ
ャ

ト

ナ
ス

と
と
も
に

ボ

ブ
ラ

が

ら
れ
る

の

の

で
は

カ
ボ
チ
ャ

ボ

ブ
ラ

カ
ボ
チ
ャ

ト

ナ
ス

の

で
は

ト

ナ
ス

ト

ナ
ス

カ
ボ
チ
ャ

で
あ
る

こ
れ
ら
は

な

い

の

つ
と
し
て

ボ

ブ

ラ

が

で
あ
る

わ
れ
て
い
た
こ
と
を

す

に
お
い
て
も

ボ

ブ
ラ

は

し
に

て
ら
れ
る
が

ボ

フ
ラ

は
そ
の

の

で

さ
え

れ
ら
れ
て
い
な
い

ま
た

も

で

し

ボ

フ
ラ

は

ら
れ
な
い

に
よ
る

な

に
よ
っ

て
も

し

ボ

フ
ラ

が

ボ

ブ
ラ

と
と
も
に

で

の

を

し
て
い
た
こ
と
は

で
き
る

し
か
し

ボ

フ
ラ

と

ボ

ブ

ラ

を

べ
る
と

の

で
は

ボ

ブ
ラ

の

が

な

い

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

い
よ
う
に

わ
れ
る

と
い
う

に

な

し

に
つ
き

そ
の

の

し
を

い

の

び
そ
れ
ら
の

の

に

つ
い
て
ま
と
め
る

の

で

は

な

グ
ル

プ
に

け
ら
れ
る

い

か
ら

の

ら
れ
る
も
の
と

し
た

に

ど

の

せ
な
い
も

の
で
あ
る

は

に

し
に
く
い

と

え
る

い
か
の
ぼ

り

に

え

に

し
た

で
あ
る

な
ん
ば
ん
き
び

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

18

84

58

19

13

35

22

９

４

９

６

９

４

７

233

237

239
154

161

232

O

O

又

ナ
ン
キ
ン

た
う

ホ
ウ
フ
ラ

P
U
M
P
K
IN

S
O
U
A
S
H

江
戸

也

小

江
戸

云

賞
翫

南
瓜（

・
右

）

也

で
い
ふ
と
う
な
す

な
る

を

な
ん
き
ん
と

て

す

ボ
ウ
ブ
ラ

ル
ビ

か
ぼ
ち
や



一
一
七

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

9

23

26

24

41

22

35

23

35

29
42

22

23

26

35

29

24

16

22

23

26

35

29

「
」

・

「
」

、

本
稿

調
査
資
料

当
然

結
果

。

同

由
来

植
物

類

項
目

「
」

、

後
述

Ｂ
類
・
Ｎ
類

存

。

、

新

渡
来
系

植
物
名

多

Ａ
類

特
徴

一

。

［
］

西
日
本
分
布
類

語

、

西
日
本

限

、

全
域

分
布

、

項
目

「
」

見
出

語

。

一
方、

項
目

「
」

見
出

語

東
日
本

一
部
分
布

、

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

分
布

見

、

類

Ｎ
類

近

存

。

、

西
日
本

九
州
・
沖
縄

及

、

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

・

「
」

見
出

語

。

項
目

「
」

見
出

語

如

特
殊

事
情

有

存

、

必

古
辞
書
類

確
認

歴
史

深

分
布

広
域
性

一
致

。

全
国
的

見

最
大

分
布
領
域

持

、

項
目

「
」

見

出

語

。

［
］

Ａ
類

見
出

語

、『

物
類
称
呼』

〈

地
域―

方
言
形〉
記
述

西

日
本

言

方

示

多

。

項
目

「
」

「

関
西」

、

「
」

・

「

」
「

畿
内」

、

「
」

「

西
国」（

他

「

先
年

江
戸」）

如

。

項
目

「
」

基

「
」

「

関
西」

、

項
目

「
」

省
略
形「

」
「

畿
内」

、

項
目

「
」

除

項
目

、

見
出

語

関
連

語
形

西
日
本

言

方

示

。『

物
類
称
呼』

記
述

西
日
本

言

方

見
出

語

、

Ａ
類

殆

占

、

類

語

項
目

「
」

見

出

語（「

畿
内」

言

方）

。

見
出

語

対

、

項
目

「
」（

東
国）

、

「

ゝ

」

（

関
東）

、

「
」（

東
国）

、

「
」（

東
国）

、

「
」（

今

江
戸）

、

「
」（

関
東）

如

、

同

項
目

除

、

関
東
・
東
日
本

言

方

方
言
形

示

。

従

、

Ａ
類

見
出

語

近
世
後
期
当
時

関
東
・
東
日
本

分
布
領
域

持

考

。

、

江
戸

状
況

周
辺

地
域

別

、

例

、『

物
類
称
呼』

記
述

〈

〉

一
時
期
江
戸

使

分

。

他、

本
稿

示

資
料

限

〈
〉

除

『

和
英
語
林
集
成』

含

、

何

形

用
例

認

。

Ａ
類

語

〈
〉〈

〉〈
〉

中
古
期

古
辞
書

『

和
英
語
林
集
成』

用
例

見

。

語

限

Ａ
類

見
出

語

、

江
戸

使

場
合、

歴
史

深

背
景

書

言
葉

、

上

位
場
面

一
般
的

。

、

京
坂

状
態

併

示

、

次

如

見
出

語

多

上
位
場
面

言

方

使

、

下
位
場

面

言

方

共
存

考

。

◇
項
目

「
」

京
坂＝

・

―

・

江
戸＝

・

（
）
―

・

◇
項
目

「
」

京
坂＝

―

り
う
き
う
い
も

ぼ
う
ふ
ら

で

の

か
ら
は

の

で
あ
る

じ

の

は

で
は

た
う
が
ら
し

だ
け
で

の

に
は

し
な
い

こ
の
た
め

し
い

の

の

さ
は

の

の

つ
と
な
る

と
し
て

を
ま
と
め
た
が

に

ら
れ
つ
つ

そ

の

に

す
る
の
は

き
び
す

の

し

だ
け
で
あ
る

な
ん
ば
ん
き
び

の

し

は

に
も

し

ま
ゆ

い
か
の
ぼ
り

の

し

は
ま
と
ま
っ
た

が

ら

れ
な
い
な
ど

や

に

い
も
の
も

す
る

な
お

で
も

ま
で

ぶ
も
の
は

ま
ゆ

き
び
す

り
う
き
う
い
も

い
か
の
ぼ
り

の

し

で
あ
る

た
け

の

し

の

く

な

を

す
る
も
の
も

す
る
が

ず
し
も

で

で
き
る

の

さ
と

の

は

し
な
い

ま
た

に

て

の

を

つ
も
の
は

き
び
す

の

し

だ
け
で
あ
る

の

し

は

の

の

で

の

い

と
し
て

さ
れ
る
こ
と
が

い

き
び
す

が

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い

も

が

ぼ
う
ふ
ら

が

に

の

の

く
で
あ
る

ま
た

ま
ゆ

に

づ
く

ま
ゆ
げ

が

い
か
の
ぼ
り

の

い
か

が

な
ど

た
け

を

く

で

し

ま
た
は

す
る

が

の

い

と
し
て

さ

れ
て
い
る

の

で

の

い

と
さ
れ
る

し

は

こ
の
よ
う
に

の

ど
を

め
る
が

で
は

と
か
け

の

し

の

い

だ
け
で
あ
っ
た

こ
れ
ら
の

し

に

し
て

ま
み
あ
い

か

と

た
う
も
ろ
こ
し

さ
つ
ま
い
も

か
ぼ
ち
ゃ

の

た
こ

な
ど
の

く

じ
く

を

い
て

の

い

と
さ
れ
る

が

さ
れ
て
い
る

っ

て

の

し

が

に
お
い
て
も

に
ま
と
ま
っ

た

を

っ
て
い
た
こ
と
は

え
が
た
い

し
か
し

の

は

と
は

だ
っ
た
よ
う
で

え
ば

の

か
ら
で
も

ボ

フ
ラ

が

で

わ
れ
て
い
た
こ
と
が

か
る

そ
の

で

し

た

の

り
で
も

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

を

け
ば

を

め

ら
か
の

で

が

め
ら
れ
た

ま
た

の
う
ち

マ
ユ

キ
ビ
ス

タ
ケ

は

の

か
ら

ま
で

が

ら
れ
た

こ
の

に

ら
ず

の

し

は

で

わ
れ
る

の

さ
を

に
し
て

き

な
ど

で
は

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

そ
こ
で

の

も

せ
て

す
と

の

く

し

は

く

の

い

と
し
て

わ
れ

の

い

と

し
て
い
た
と

え
ら
れ
る

ま
ゆ

マ
イ
ゲ

マ
ユ
ゲ

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

マ
ミ
ア
イ

マ
ミ
エ

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

き
び
す

キ
ビ
ス

キ
ビ
ス

AB

AB

AB

７
６

４

４

６

６

６

４

６

４

６

７

３

４６

ー

ー



一
一
八

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

10

江
戸＝

―
◇
項
目

「
」

京
坂＝

・

―

江
戸＝

―

？

◇
項
目

「
」

京
坂＝

―

江
戸＝

―

◇
項
目

「
」

京
坂＝

【

京】

・

【

大
坂】

・

【

大
坂】

―

・

江
戸＝

―

◇
項
目

「
」

京
坂＝

―

・

？

江
戸＝

―

・

◇
項
目

「
」

京
坂＝

―

江
戸＝

―

※

京
坂
・
江
戸

［

下
位
場
面

言

方―

上
位
場
面

言

方］
順

示

。

、

江
戸

見
出

語

使

場
合、『

物
類
称
呼』

対

立
的

示

方

、

多

上
方
臭

言

地
域
色

強

意

識

思

。

［
］

Ａ
類

語

見
出

語

内〈
〉

ａ
型

、

他

語

ｎ

型

。対

、

近
世
後
期
京
坂

場
面

項
目

「

」

・

「
」

見
出

語
及

項
目

「
」

類
似

形〈
〉

使

。

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

変
化
形

同
様

使

。

、

ｎ
型

見
出

語

今
日
殆

京
坂

認

。

、

東
日
本

広

言

方

近
世
後
期
以
降

領
域

広

、

京
阪

及

。

例

、〈
〉

対

〈
〉

今
日
完
全

近
畿
地
方
全
域

侵
入

、〈
〉〈

〉

対

〈
〉
〈

〉

対

〈
〉

京
都

侵
入

。

〈
〉

対

〈
〉

近
畿
南
部

見

。

『

物
類
称
呼』

示

使
用
地
域（

江
戸
・
関
東
・
東
国

）

拡

大

、

全
国
的

見

語

最
大

分
布
領
域

持

。

勿
論、

東
日
本

広

言

方

東
日
本

固
有

言

方

。

〈
〉〈

〉〈
〉

西
日
本

周
辺
地
域

見

。

、

項
目

「
」

除

項
目

、

出
自

、

江
戸

場
面

使

言

方〈
〉〈

〉〈
〉

〈
〉〈

〉〈
〉

近
世
後
期
以
降
江
戸

発
展

領
域

北

西

拡
大

事
実

。

、

言

方（
Ａ
類＝

Ⅱ
類

見
出

語

対
応

現
代
共
通
語
形）

、

明
治
期

「

標
準
語」

更

一
層
領
域

拡
大

言

。

［
］

以
上
明

如

Ａ
類

見
出

語

語

地
域
性
・
歴
史
性

共

通
性

《

近
世
後
期

一
昔
前

使

京
坂
語

》

カ
カ
ト

キ
ビ
ス

な
ん
ば
ん
き
び

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

カ
シ
キ
ビ

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

ト

モ
ロ
コ
シ

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

り
う
き
う
い
も

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

サ
ツ
マ
イ
モ

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

ぼ
う
ふ
ら

カ
ボ
チ
ャ

ナ
ン
キ
ン
ウ
リ

ボ

ブ
ラ

ボ

ブ
ラ

ボ

フ
ラ

カ
ボ
チ
ャ

ボ

フ
ラ

た
け

ク
サ
ビ
ラ

タ
ケ

キ
ノ
コ

キ
ノ
コ

タ
ケ

ク
サ
ビ
ラ

い
か
の
ぼ
り

イ
カ

イ
カ
ノ
ボ
リ

タ
コ

イ
カ
ノ
ボ
リ

と
も
に

の

い

の

い

の

で

す

た
だ

で
こ
れ
ら
の

し

が

わ
れ
る

で
の

な

し

か
ら
も

そ
の

く
は

と
で
も

う
べ
き

を

く

さ
れ
て
い
た
と

わ
れ
る

の

し

の

キ
ビ
ス

だ
け
が

で

の

は

で
あ
っ
た

そ
れ
に

し
て

で
は
く
つ
ろ
い
だ

で

な
ん
ば
ん

き
び

り
う
き
う
い
も

の

し

び

ぼ
う
ふ
ら

の

ボ

ブ
ラ

が

わ
れ
て
い
た

ま
た

ま
ゆ

い
か
の
ぼ
り

の

し

の

も

に

わ
れ
て
い
た

し
か
し

こ
れ
ら

の

し

は

ど

に

め
ら
れ
な
い

こ
れ

は

に

が
る

い

が

そ
の

を

げ

に

ん

だ
た
め
で
あ
る

え
ば

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

に

す
る

サ
ツ
マ
イ
モ

は

に

に

し

ボ

フ
ラ

ボ

ブ
ラ

に

す
る

カ
ボ
チ
ャ

や

タ
ケ

に

す
る

キ
ノ
コ

は

に
ま
で

し
て
い
る

ま
た

イ
カ
ノ
ボ
リ

に

す
る

タ
コ

も

に
か
な
り

ら
れ
る

い

ず
れ
も

で

さ
れ
た

な
ど

を

さ
せ
て
お
り

に

て
も
こ
の

は

で

の

を

つ

に

が
る

い

は
す
べ
て

に

な

い

で
は
な
い

カ
ボ
チ
ャ

キ
ノ
コ

タ
コ

は

の

に
も

ら
れ
る

た
だ

ま
ゆ

を

く

に
お
い
て

そ
の

は
と
も
か
く

の
く

つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
る

い

カ
カ
ト

ト

モ
ロ
コ
シ

サ
ツ
マ
イ
モ

カ
ボ
チ
ャ

キ
ノ
コ

タ
コ

が

の

と
と
も
に
そ
の

を

へ

へ
と

し
た
こ
と
は

で
あ
る

こ
の
と
き

こ
れ
ら
の

い

の

し

に

す
る

は

に
は

と
し
て

に

を

さ
せ
た
こ
と
は

う
ま
で
も
な
い

か
な

く

の

し

の

に
お
け
る

は

に
お
い
て

か
ら

わ
れ
て
き
た

で
あ
る
こ
と
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一
一
九

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

11

と
ま
と
め
ら
れ
る

か
ら

わ
れ
て
き
た

と
い
う

は

で
の

わ
れ

に

あ
る
こ
と
を

す
る

ち

し
い

い

が

ま
れ
て
き
た
た
め

し

が

ま
っ
た

の

し

や

き

に

ら
れ
る

ま
ゆ

ぼ
う
ふ
ら

た
け

い
か
の
ぼ
り

と

し
い

い

が

ま
れ
て
い
な
い
た
め

し

が
く
つ
ろ
い
だ

の

し

に

え

ま
っ
た

の

し

や

き

で
も

わ
れ
て
い
る

き
び
す

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い
も

で
あ
る

こ
の
よ
う
に

で

ま
っ
た

の

し

や

き

で

わ
れ
る

の

さ
が

で
も

の

わ
れ

を

み

し

と
し
て

さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と

え
ら
れ
る

で

で
な
い

に

の

い

は

け
ら
れ
る

え
ば

き
び
す

に
お
け
る

ク
ビ
ス

な
ど
は

す
で
に

し

や

な

き

で
は

わ
れ
な
く
な
り

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

ま
た

ま
ゆ

の

し

も
そ
れ
に

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い

の

し

は

す
べ
て
が

と

し
な
い

で
あ
る

こ
の
た
め

す
る

が

で

し

に

ば
れ

な
か
っ
た

が

に
な
る

こ
の

に
つ
い
て

の

り
で

に

え
ば

と
も
に

い

は

で

し

が

が

の

く

い

け

ら
れ
て
い
た
た
め
と
な
ろ
う

の

か
ら

し

と

の

い
を

べ

る

ま
ゆ

き
び
す

た
け

に
つ
い
て
は

し

の

の

さ
が

っ
て
い
る

に

マ
ユ
ゲ

は

マ
ユ

の

ケ

と
い
う

が

に

で
き
る

た
め

マ
ユ

に

し
て

に

ち

な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

で
は

か
ら

タ
コ

の

が

イ
カ
ノ
ボ
リ

よ
り

い

い

で
あ
る
と

さ
れ
る

し
か
し

の

の

で
は

イ
カ
ノ
ボ

リ

が

な

い

と

わ
れ
る
こ
と
が

い

の

い

イ
カ

の

と
い
う

の
た
め
で
あ
ろ
う

そ
の

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い
も

ぼ
う
ふ

ら

は

か
ら
の

の

い
は

し
が
た
い

の

の

に
よ
っ
て

の

か

る

は

カ
カ
ト

ト

モ
ロ
コ
シ

サ
ツ
マ
イ
モ

カ
ボ
チ
ャ

の

タ
コ

で
あ
る

そ
の

を

に

さ
せ
た
こ
と
は

の

く
で
あ
る
が

カ
カ
ト

ト

モ
ロ
コ
シ

は

で

ま
た
は
そ
の

に

ら
れ
て

い
る

で
は

ら
れ

な

の

さ
は

に
も

で
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

ま
た

カ
ボ
チ
ャ

は

の

の

く

の

い

ボ

フ

ラ

に

す
る

の

い

で
あ
る

び
そ
の

で
は
ま
だ

な

が
り
を

し
て
い
な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

。

「
一
昔
前

使

」

歴
史
性

、

当
時
京
坂

使

方

二
様

意
味

。

即

、

新

言

方

生

、

見
出

語

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

限

場
合（

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

・

「
」）

新

言

方

生

、

見
出

語

場
面

話

言
葉

加

、

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

使

場
合（

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」）

。

京
坂

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

使

文
体

価
値

高

江
戸

同
様

使

方

生

、

見
出

語

選
択

考

。

一
方

「

一
昔
前」

、「

更

昔

言

方」
避

。

例

、

項
目

「
」

〈
〉

当
時

話

言
葉

日
常

的

書

言
葉

使

、

古
語
化
・
死
語
化

。

、

項
目

「
」

見
出

語

近

。

［
］

Ａ
類

見
出

語

、

語

現
代
共
通
語
形

一
致

Ⅱ
類

。

、

対
応

現
代
共
通
語
形

『

物
類
称
呼』

見
出

語

選

理
由

問
題

。

点

本
稿

限

簡
潔

言

、

京
坂
・
江
戸

、

或

江
戸

見
出

語

上
位
場
面、

現
代
共
通
語
形

下
位
場
面

如

使

分

。

以
下、

歴
史
性
・
地
域
性

点

見
出

語

現
代
共
通
語
形

違

述

。

［
］

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

、

見
出

語

歴
史

深

際
立

。

更

〈
〉

「〈
〉

〈
〉」

構
成

簡
単

想
起

、〈
〉

対

優
位

立

得

考

。

項
目

分
布
状
況

〈
〉

方

〈
〉

古

言

方

判
断

。

、

近
世
後
期

文
献

記
述

〈

〉

規
範
的

言

方

扱

多

。

京
坂

言

方〈
〉

原
形

意
識

。

他、

項
目

「
」

・

「
」

・

「

」

室
町
末
期

植
物
故、

歴
史
性

違

云
々

。

［
］『

物
類
称
呼』

〈

地
域―

方
言
形〉

記
述

使
用
地
域

分

現
代
共
通
語
形

、〈
〉（

関
東）

・〈
〉（

東
国）

・

〈
〉（

東
国）

・〈
〉（

今

江
戸）

・〈
〉（

関
東）

。
後、

分
布
領
域

急
速

拡
大

既
述

如

、

〈
〉〈

〉

関
東
地
方

一
部

限

。

近
世
後
期

一
層
限

、

地
域
的

通
用
性

低

吾
山

認
識

。

〈
〉

『

物
類
称
呼』

記
述

如

先
年

言

方〈

〉

対

今

言

方

。

当
時
江
戸
及

周
辺
地
域

十

分

広

有

考

。

４
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４
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４

６
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一
二
〇

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

12

［
］

注

記

如

、

本
稿

調
査
結
果

限

別

言

方

見
出

語

対

共
通
語
的
性
格

劣

積
極
的

示

難

。

実
際、

以
上
述

如

本
稿

検
討

歴
史
性
・
地
域
性

考

、

特

〈
〉〈

〉
〈

〉〈
〉

対

共
通
語
的
性
格

特
別
劣

言

。

本
稿

文
献

読

文
体
価
値

高

基

〈

〉〈
〉

見
出

語

選
択

考

。

、

〈
〉〈

〉
選
択

示

上

、

万
全

。

［
］

江
戸

刊
行

『

物
類
称
呼』

、

東
日
本
分
布
類

見
出

語

語

、

本
稿

対
象

見
出

語

一
割

占

過

。

、

東
京

分
布

ｂ
型

項
目

「
」

・

「

ゝ

」

・

「
」

見
出

語

、

京
阪
・
東
京

分
布

ｎ
型

項

目

「
」

見
出

語

。

［
］

Ａ
類

見
出

語

異

形

Ｂ
類

見
出

語

問
題

存

。例

、

東
日
本

固
有

言

方

、

京
坂
出
自

言

方

西
日
本

衰
退

、

分
布

。

一
方、

対

西
日
本

分
布

、

言

方

、

京

坂

使

。

更

近
世
後
期

Ｂ
類

見
出

語

及

対
応

西
日
本

言

方

分
布

、

京
坂
・
江
戸

使

等

。々

項
目

「

ゝ

」

・

「
」

見
出

語

Ⅰ
類、

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

Ⅱ
類

。

、

後
者

対
応

現
代
共
通
語
形

同
様

観
点

考
察

必
要

。

［
］

歴
史
性

点

Ｂ
類

見
出

語
、

類
・
Ａ
類

見
出

語

異

、

特
徴
①〈

和
名
抄

用
例〉

見

特
徴

。

、

特
徴
②〈

用
例

非
存
在〉

示

項
目

「
」

・

「

ゝ

」

室
町
期

古
辞
書
類

『

和
英
語
林
集
成』

用
例

見

項
目

「
」

・

「
」

二
分

。

、

前
者

特
徴
②

見

言

、

Ａ
類

項
目

「

」

・

「
」

別

考

。

［
］

Ｂ
類
・
ｂ
型

語

関
東
地
方

含

広

地
域

分
布

、

項

目

「

ゝ

」

見
出

語

、

項
目

「
」

見
出

語

続

。項
目

「
」

見
出

語

東
京
近
辺

見

、

分
布
領
域

持

。

［
］

項
目

「
」

後
期
計
画

新

加

項
目

、

調
査
地
点
数

少

、

見
出

語〈
〉

東
京

地
点

使
用

基

、

ｂ
型

判

断

。

全
国
的

分
布

、

福
島
西
部
・
埼
玉
南
端

領
域

存

、

秋
田
・
岩
手
・
山
形
・
群
馬
・
千
葉
・
神
奈
川
・
新
潟
・
石
川
・
静
岡
・

¬
に

し
た

く

の

の

り
で

の

い

が

し

に

し
て

で

っ
て
い
る
こ
と
を

に

す
こ
と
は

し
い

べ
て
き
た

く

で

し
た

か
ら

え
る

と

に

サ
ツ
マ
イ
モ

タ
コ

は

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

イ
カ
ノ
ボ
リ

に

し
て

で

っ
て
い
た
と
は

い
が
た
い

で
は

か
ら

み
と
れ
る

の

さ
に

づ
い
て

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

イ
カ
ノ
ボ
リ

が

し

と
し
て

さ
れ
た
と

え
た

し
か
し

そ
れ
は

サ
ツ
マ
イ
モ

タ
コ

が

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

し
た

の
も

の
で
な
い
た
め

な
も
の
で
は
な
い

で

さ
れ
た

で
あ
る
が

の

し

は

で

で

と
し
た

し

の

を

め
る
に

ぎ
な
い

そ
の
う
ち

に

す
る

は

く
ろ
ぶ
し

か

し

す
り
こ
ぎ

の

し

で

と
も
に

し
な
い

は

か
は
づ

の

し

で
あ
る

の

し

と
は

な
っ
た

で

の

し

に
も

が

す

る

え
ば

こ
れ
ら
は

に

な

い

で
あ
る
の
か

の

い

な
が
ら

で

し
た
た
め

こ
の
よ
う
な

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

こ
れ
ら
に

し
て

に

す
る
の
は

ど
の
よ
う
な

い

で

で
は
ど
の
よ
う
に

わ
れ
て
い
る
の
か

に

で
は

の

し

び

す
る

の

い

は
ど
の
よ
う
に

し

で
ど
の
よ

う
に

わ
れ
て
い
た
の
か

ま
た

か

し

す
り
こ
ぎ

の

し

は

く
ろ
ぶ
し

か
は
づ

の

し

は

で
あ
る

こ
の
た
め

で
は

す
る

に
つ
い
て

の

か
ら

す
る

が
あ
る

の

で

の

し

は

の

し

と

な
り

な
ど
の

の

ら
れ
な
い
こ
と
を

と
す
る

こ
の
た
め

の

を

す

く
ろ
ぶ
し

か

し

と

の

か
ら

ま
で

の

ら
れ

る

か
は
づ

す
り
こ
ぎ

に

さ
れ
る

た
だ

に

が

ら
れ
る
と
は

え

の

り
う
き
う
い

も

ぼ
う
ふ
ら

と
は

に

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

で

を

む

い

に

す
る
の
は

か

し

の

し

で

そ
れ
に

す
り
こ
ぎ

の

し

が

く

く
ろ
ぶ
し

の

し

は

に

ら
れ
は
す
る
が

ま
と
ま
っ

た

を

た
な
い

く
ろ
ぶ
し

の

で

た
に

え
ら
れ
た

で
あ
る
た
め

が

な

く

し

ク
ロ
ブ
シ

は

の

で
の

に

づ
き

と

し
た

な

は

に
や
や
ま
と
ま
っ
た

が

す
る

だ
け
で

453
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５

５

２
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５

５
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一
二
一

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

13

愛
知
・
岐
阜

、

本
稿

「

東
日
本」

各
県

・

地
点

見

。同
系
統

、

現
代
共
通
語
形

〈
〉（

Ｂ
類
・
ｎ
型）

新
潟
・
福
井

・
岐
阜
・
滋
賀

若
干

程
度

。

、

東
日
本

長
野

・
山
梨
・
群
馬

〈
〉

、

福
島
・
栃
木
・
茨
城

〈
〉

、

東
北

〈
〉〈

〉

方

。

西
日
本

近
畿
中
央

〈
〉

、

中
四
国
・
九
州
西
半

〈

〉

分
布

見

。

右

如

項
目

全
国
的

見

圧
倒
的

分
布
領
域

持

変
種

存

。

『

物
類
称
呼』

類
似
形

〈
〉

「

三
河」

言

方

示

、

見
出

語

近
畿

〈
〉

関

記
述

。

見
出

語

古
辞
書
類

全

用
例

見

。『
和
英
語
林
集
成（

初
版

・
二
版
・
三
版）』

〈
〉

見

、

英
和

部「
」

項

現
代
共
通
語
形〈

〉

示

。

〈
〉

先

如

分
布
領
域

狭

、『

和
玉
篇』『

日
葡
辞
書』

見

伝
統

言

方

、『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』『

言
海』

見
出

立

（『

言
海』

〈
〉

見

、

訛
語

〈
〉

示

）

。

勿
論、

見
出

語〈
〉

江
戸

一
定

勢
力

、

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』『

江
戸
語

辞
典』

俳
諧

洒
落
本

用
例

示

、

後
者

「『
』

訛。

更

訛

『
』

。」

記

。

『

浜
荻（

仙
台）』「

…
」（

頁）

・

『
（

久
留
米）』「

（
」（

）

如

各

地

方
言
形

対
照

。

広

文
献

検
討

小
林
隆
氏

「

近
世
後

半、

江
戸
庶
民

口
頭
語

広

使
用

語
形

」（

小

林
二
〇
〇
四

頁）

。

以
上、

江
戸

伝
統
的

言

方

〈
〉

上
位
場
面、

見
出

語〈
〉

下
位
場
面

如

使

分

考

。

一
方、

京
坂

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

用
例

〈

〉

生

。

伝
統
的

言

方

〈

〉
〈

〉

東
側（

福
井
・
滋
賀
東
半
・
岐
阜）

、

以
外

京
都
北
部
・
兵
庫
・
三
重

点
在

。

当
時

場
面

普
通

使

考

。

［
］

項
目

「

ゝ

」

概

新
潟
・
富
山
・
岐
阜
・
愛
知
・
静
岡
富
士
川
以
西

〈
〉〈

〉

、

以
外

東
北
・
関
東
・
中
部（

長
野
・
山
梨）

見
出

語〈
〉

広

、

見
事

東
西
対
立

見

。

『

物
類
称
呼』

「

西
国

・
鳥

」

上

「

関
西

北
越

辺

ゞ

関
東

ゝ

」（

頁）

割
注

施

。

、

見
出

語

古
辞
書
類

見

、『

日
葡
辞
書』『

和
英
語
林
集
成（

初

版
・
二
版
・
三
版）』

〈
〉

示

。

〈
〉

〈
〉

先
後
関
係

『

解
説

』
「

近
畿

新

広
（
＝
〈

〉

・
筆
者
注）

、

東

伝
播

分
布

得

考

、

東

広
大

領
域

占

（
＝
〈

〉

・
同）
近
畿

波
及

分
布

侵
入

な
ど

で

と
す
る

に

ず
つ

ら
れ

る

で

の

ク
ル
ブ
シ

も

な
ど
に

ま
と
ま
る

で
あ
る

む
し
ろ

で
は

な
ど
の

ク
ル
ミ

の

キ
ビ
ス

の

ク
ロ
コ
ブ
シ

ク
ロ
コ
ボ
シ

の

が
ま
と
ま
っ
て
い
る

で
は

の

ウ
メ
ボ
シ

の

ト
リ
ノ
コ

フ
シ

が
ま
と
ま
っ
た

を

せ
る

の

く
こ
の

で
は

に

て

な

を

つ

は

し
な
い

で
は

の

ク
ロ
コ
ブ
シ

を

の

い

と
し
て

す
だ
け
で

し

や

の

ウ
メ
ボ
シ

に

す
る

は
な
い

し

は

に

く

が

ら
れ
な
い

で
も

ク
ロ
ブ
シ

は

ら
れ
ず

の

の

に

ク
ル
ブ
シ

が

さ
れ
る

こ
の

ク
ル
ブ
シ

は

の

く

は

い
が

な
ど
か
ら

ら
れ
る

の

あ
る

い

で

で
と
も
に

し
に

て
ら
れ
て
い
る

に

ク
ロ
ブ
シ

は

え
ず

と
し

て

ク
ロ
ボ
シ

を

す

し

ク
ロ
ブ
シ

は

で
も

の

は
あ
っ
た
よ
う
で

の

に
は

や

の

が

さ
れ

は

く
る
ぶ
し

の

に

っ
て

く
ろ
ぼ
し

と
も

と

す

ま
た

く
ろ
こ
ぶ
し

く
ろ
ぶ
し

は
ま
お
ぎ

と
り
こ
の
ふ
し

く
ろ
ぶ
し

ウ

の

く

の

に

し
て
あ
る

く

を

さ
れ
た

は

の

と
し
て

く

さ
れ
て
い
た

で
は
な
い
か

と
さ
れ
る

で
は

な

い

で
あ
る

ク
ル
ブ
シ

が

し

ク
ロ
ブ
シ

が

の

く

い

け
ら
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

で
は

の

か
ら
ま
だ

ウ
メ
ボ

シ

は

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

な

い

で
あ
る

ク
ル

ブ
シ

は

で

ウ
メ
ボ
シ

の

に
ま
と
ま
り

そ
れ

に

に
も

す
る

こ
の
こ
と
か
ら

は
ま

だ
く
つ
ろ
い
だ

で
も

に

わ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

か

し

ね

に

カ
ガ
シ

オ
ド
シ

こ
れ
ら

の

に

し

カ
カ
シ

が

が
り

な

を

せ
る

で
も

に
て

を
ど
し

と
し
た

で

よ
り

か

し
と
い
ふ

に
て
か

し
と
す
み
て
い
ふ

と

を

す

た
だ

し

は

に

ら
れ
ず

と
も

カ
ガ
シ

を

す
だ
け
で
あ
る

カ
カ
シ

と

カ
ガ
シ

の

に
つ
い
て

で
は

で

し
く

が
っ
た
も
の

カ
ガ
シ

が

へ

し
て
こ
れ
だ

け
の

を

た
と

え
る
よ
り
は

に

な

を

め
る
も
の

カ

カ
シ

が

に
も

し
オ
ド
シ
の

の
す
き
ま
に

し
た
と
す
る

２

３

８
４
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一
二
二

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

14

考

自
然

」（

頁）

。

一
考

値

、

、

「

侵
入

」

時
期

世
紀
後
半

前

。

西
日
本

言

方
〈

〉

、

一
定

分
布
領
域

持

、『

和
英

語
林
集
成』

見
出

立

。

、

江
戸
・
東
京

一
定

文
体
価
値

有

、

使

知

。

或

、〈
〉

上
位
場
面

言

方、〈
〉

下
位
場
面

言

方

使

分

知

。

、

江
戸

言

方

〈
〉

分
布

領
域

点

見
劣

上、

時
代

下

、『

言
海』

見
出

（

一
方、〈

〉

関

記
述

）

。
［

］

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

専
用
地
域

中
部
地
方

限

、

音
声
変
種

含

、

福
井
・
岐
阜
・
愛
知
以
東

東
日
本

全
域

九
州
南
西
部
・
奄

美
・
沖
縄
本
島

分
布

。

〈
〉〈

〉

異

、

東
日
本

限

、

東
西

分

布
領
域

Ｂ
類

。

一
方、

西
日
本

、

近
畿
中
央

〈
〉

、

取

巻

〈
〉〈

〉

紀
伊
半
島
東
岸
・
近
畿
北
部

中
四
国

・
九
州
北
西
部

広

。

『

物
類
称
呼』

「

江
戸

・

五
畿
内
及
西
国
中
国
四
国

・

云

…
」（

頁）

如

現
代
方
言

同
様

分
布

捉

。

『

浮
世
風
呂』

四―

中

「

下

男（

兵
衛）」

「

雷
槌」（

頁）

見

、

意
味
項
目

京

坂

江
戸

言

方

違

周
知

分

。

、

周
圏
的

分
布

〈
〉

〈
〉

以
前

近

畿
地
方

言

方

、『

解
説

』
「

・

類

、

分
布

見

歴
史
的

新

時
代

近
畿

西

広

」（

頁）

記

。

、〈
〉

古
辞
書
類

用
例

室
町
期

、『

日
本

国
大
辞
典（

二
版）』

世
紀

文
献

示

。

一
方、〈

〉
『

日

本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

「

言」（

一
六
五
〇）

以
降

文
献

見

、

先
後
関
係

確
認

。

『

仙
台
言
葉
以
呂
波
寄』「

木

事」（

頁）

・『

燈
心

野
語』「

事」（

頁）

如

京
都
出
身
者

仙
台
方

言

取

方
言
書

、

方
言
形

対

〈
〉

示

。

『

物
類
称
呼』

少

前

世
紀
前
半

成
立

、『

日
本

国
語
大
辞
典（

二
版）』

用
例

〈
〉

一
般
化

時
期

文
献

。

〈
〉

見

両
書

方
言

形

対

一
般
的

「

改

場
面

書

言
葉

使

言

方」

対

比
・
対
照

（

山
県
二
〇
〇
一）

。

以
上、

京
坂

当
時

場
面

〈
〉

、

改

場
面

〈
〉

使

明

。

江
戸

場
面

同
時

上
位
場
面

〈
〉

使

考

。
［

］

京
阪
・
東
京

見

項
目

「
」

見
出

語

、

九
州

除

各
地

点
在

、

長
野
・
愛
知
・
静
岡
西
端

え
の
ほ
う
が

で
あ
ろ
う
か

と
し
て
あ
る

に

す
る
が

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば

そ
の

し
た

は

よ
り
か
な
り

の

こ
と
で
あ
ろ
う

の

い

で
あ
る

カ
ガ
シ

は

の

を

ち

で

し
に

て
ら
れ
て
い
る

こ
の
た
め

で
も

の

を

し

わ
れ
て
い
た
こ
と
が

ら
れ
る

い
は

カ
ガ
シ

が

の

い

カ
カ
シ

が

の

い

と
し
て

い

け
ら

れ
て
い
た
か
も

れ
な
い

し
か
し

の

い

で
あ
る

カ
カ
シ

も

の

で

り
し
な
い

は

る
が

で

し
に
さ
れ
て

い
る

カ
ガ
シ

に

す
る

は
な
い

す
り
こ
ぎ

し

ス
リ
コ
ギ

の

は

に

ら
れ
る
が

を

め
る
と

の

ほ
ぼ

と

に

す
る

ク
ロ
ブ
シ

カ
カ
シ

と

な
り

に

ら
れ
な
い
が

の

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

と
し
た

は

に

レ
ン
ゲ

が
ま
と
ま
り

そ
れ
を

り

く

よ
う
に

レ
ン
ギ

デ
ン
ギ

な
ど
が

か
ら

に

が
る

で
も

に
て

す
り
こ
ぎ

に
て

れ
ん
ぎ
と

の

く
ほ
ぼ

と

の

が

え
ら
れ

て
い
る

ま
た

の

か
み
が
た

り
の

け
ち

の
こ
と
ば
に

が

ら
れ
る
な
ど

こ
の

に
お
け
る

と

の

い

の

い
が

の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が

か
る

た
だ

そ
の

な

か
ら

ス
リ
コ
ギ

は

レ
ン
ギ

よ
り

の

の

い

で

も

レ
ン
ギ

レ
ン
ゲ
の

は

か
ら

て

に
か
な
り

し
い

に

か
ら

へ

が
っ
た
も
の

と

すち
な
み
に

ス
リ
コ
ギ

は

の

で

の
も
の
か
ら

で

か
ら
の

を

す

レ
ン
ギ

は

で

か
た

の

に

ら
れ
る

な
ど

そ
の

は

で
き
る

ま
た

ま
わ
し

す
り
こ

の

め
ぐ
り
こ
ぎ

す
り
こ
ぎ
の

の

く

が

を

り
ま
と
め
た

で
は

に

し
て

ス
リ
コ
ギ

が

さ
れ
て

い
る

い
ず
れ
も

よ
り

し

の

の

で

の

か
ら
は
す
で
に

レ
ン
ギ

が

し
て
い
る

の

で
あ
る

こ
れ
ら
に

ス
リ
コ
ギ

が

ら
れ
る
の
は

で
は

に

し
て

に

ま
っ
た

や

き

で

わ
れ
る

い

が

し
て
あ
る
た
め
で
あ
る

で
は

く
つ
ろ
い
だ

で
は

レ
ン
ギ

ま
っ
た

な

ど
で
は

ス
リ
コ
ギ

が

わ
れ
て
い
た
こ
と
は

か
で
あ
ろ
う

ま
た

で
も

く
つ
ろ
い
だ

と

に

で
も

ス
リ
コ
ギ

は

わ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

に

ら
れ
な
い

か
は
づ

の

し

は

を

く

に

す
る
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は

で
あ
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一
二
三

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

15

る

に

し
て

を

と
し
た

こ
の

よ
う
な

の

カ
ワ
ズ

は

に

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

な

で
は

カ
エ
ル

が
い
ろ
い

ろ
な

と

し
な
が
ら

の

ま

で

し

の

を

つ

は
と
も
に

か
ら

ら
れ
る
が

で
の

れ

は

カ
エ
ル

の

が

で
あ
る

で
も

べ
た
が

カ
ワ
ズ

が

の

で
く
つ
ろ
い
だ

で

に

わ
れ
て
い
た

と
は

え
に
く
い

こ
の
と
き

カ
エ
ル

も

の

か
ら

ら
れ
る

な

い

で
あ
り

く
つ
ろ
い
だ

だ
け
で
な
く

ま
っ
た

な
ど
で
も

わ
れ
て
い

た
と

え
ら
れ
る

そ
の
よ
う
な

わ
れ

を

と
す
る

カ
ワ
ズ

と

カ
エ

ル

の

の

さ
が

か
は
づ

と
い
う

し

に

れ
て
い
るく

つ
ろ
い
だ

の

い

と
し
て
は

で

カ
エ
ル

に

わ
っ

て

ら
れ
る

カ
イ
ル

が

で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る

こ
の
た
め

の

に
お
い
て

カ
ワ
ズ

が

カ
エ
ル

に

し
て

を

す
る

い

と
し
て

に

で
あ
っ
た
と
は

え
が
た
い

カ
ワ
ズ

が

し

と
さ
れ
た
の
は

な

の

で
は

な
く

え
ば

の

の

や

か
は
づ

の

ニ

ズ
ル
モ
ノ
ハ

ク
か
へ
る
ノ

ノ

の

の

く

が

び

に

し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か

に
お
い
て

に

に

す
る

の

し

に
つ
き

そ
の

の

し
を

い

の

や

な
ど
ま
と
め
る

た
だ

に

べ
て

が

と

な
い

で

さ
れ
る

こ
の
た
め

で
の

で
は

に

す

る

が

え
に
く
い

と
し
た
が

に

て

に

な

い

ち

の

い

は

く
ろ
ぶ
し

か

し

の

し

だ
け
で
あ
る

す
り
こ
ぎ

の

し

は

を

に

す
る

レ
ン

ギ

の

の

い

で

か
ら

に
か
け
て
も

し

に

い

ま
た

か
は
づ

の

し

は

に
ま
と
ま
っ
た

を

つ

で

は
な
い
が

の

し

と
は

な
る
タ
イ
プ
で

あ
る

の

ク
ロ
ブ
シ

カ
カ
シ

は

で

う

に
ほ
ぼ

ま
るで

も

び
そ
の

で
く
つ
ろ
い
だ

の

い

と
し
て

よ
く

わ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

の

で

し
た

ク
ル
ブ
シ

カ
ガ
シ

は

の

か

ら

ら
れ
る

い

で

や

に

の

を

す
る

で
は

ま
っ
た

で

わ
れ

ク
ロ
ブ
シ

カ
カ
シ

と

い

け
ら
れ
て

い
た

が
あ
る

で
は
こ
の
よ
う
な

の
く
つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
る

い

は

し

と
し
て

け
ら
れ
て
い
た

そ
の

で

く
ろ
ぶ
し

か

。類
型
化

際

新
潟
・
岐
阜
・
愛
知
以
東

「

東
日
本」

結
果、

分
布
地
域

〈
〉

Ｂ
類

分
類

。

全
国
的

分
布

、

現
代
共
通
語
形〈

〉（

類
・

型）

変
種

混
在

東
北
南
部
・
関
東
・
中
部

大
半
・
近
畿
・
中
四
国

連
続

、

最
大

分
布
領
域

持

。

確
例

中
古
期

見

、

古
辞
書
類

現

方

〈
〉

方

一
般
的

。

山
県
一
九
九
七

述

（

章［
］

項
参
照）

、

〈
〉

当
時

京
坂
・
江
戸

場
面

普
通

使

考

。

、〈
〉

中
古
期

古
辞
書

見

伝
統
的

言

方

、

場
面

、

改

場
面

使

考

。

使

方

背
景

〈
〉

〈

〉

文
体
価
値

微
妙

「

蝦
蟆

」
見
出

形
式

現

。

実
際、

場
面

言

方

節
用
集

〈
〉

変

見

〈
〉

一
般
的

考

。

、

当
時

京
坂
・
江
戸

〈
〉

〈
〉

対

共
通
語
的
性
格

有

言

方

圧
倒
的

優
位

考

。

結
局、〈
〉

見
出

語

、

社
会
的

実
態

反
映

、

例

、『

日
葡
辞
書』

「

詩
歌
語」

注
記

『

言
海』「

」

項「

詩
歌

詠

、

汎

類

称。」

記
述

如

、

歌
語

・
雅
語
意
識

吾
山
及

社
会
一
般

存

。

［
］

東
日
本

特
徴
的

分
布

Ｂ
類

見
出

語

語

、

分
布
類
型

見
直

行

、

近
世
後
期

実
態

共
通
性

。

、

類
・
Ａ
類

比

所
属
語

語

少

上、

歴
史
性
・
地
域
性

二
分

。

、

現
代
方
言

分
布
状
況
以
外

Ｂ
類

共
通

性
格

捉

。

［
］

東
日
本
分
布
類

、

歴
史
的

見

東
日
本

固
有

言

方、

即

、

東
日
本
出
自

言

方

、

項
目

「
」

・

「

ゝ

」

見
出

語

。

一
方、

項
目

「
」

見
出

語

京
阪

中
心

分
布

〈

〉

一
昔
前

言

方
、

九
州

沖
縄

分
布
、

類

近
。

項
目

「
」

見
出

語

中
部
地
方

分
布
地
域

持

。

Ｂ
類

問
題

、

項
目

・

見
出

語

異

。

［
］

東
日
本
出
自

〈
〉〈

〉

、

本
稿

言

「

東
日
本」

納

。

近
世
後
期

江
戸
及

周
辺
地
域

場
面

言

方

使

考

。

一
方、

語
形

上

類
似

〈
〉〈

〉

室
町
期

文
献

見

言

方

、

中
部
地
方

西
日
本

一
定

分
布
領
域

有

。

江

戸

改

場
面

使

、〈
〉〈

〉

使

分

可
能
性

。

類
・
Ａ
類

江
戸

場
面

使

言

方

見
出

語

避

。

点

項
目

「
」

・

「

ab

AB

AB

AB

AB
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72

41

31

34
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へ
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一
二
四

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

16

ゝ
」

見
出

語

例
外
的

存
在

。

、

分
布
領
域

点

〈
〉

西
日
本

〈
〉

国
土

二
分

広

持

。

、〈
〉

Ｎ
類
的

分
布
状
況

。

更

〈
〉

「

訛

」

意
識

伴

、

文
体
価
値

低

〈

〉

比

。

共
通

、〈
〉

〈
〉

同
列

扱

出
来

。

［
］〈

〉

Ｂ
類
・
ｂ
型

、

類
・
ｂ
型

近

、

全
国
的

最
大

分
布
領
域

有

。

西
日
本

広

〈
〉

一
昔
前

言

方

、

江
戸

場
面

同
時

改

場
面

使

考

。

一
方、「

五

畿
内
及
西
国
中
国
四
国」

言

方

〈
〉

、

当
時
京
坂

場
面

一
般
的

言

方

上
方
臭

言

地
域
色

強

。

、

Ｂ
類
・
ｎ
型

〈
〉

、

近
世
後
期
京
坂
・
江
戸

場
面

一
般
的

考

。

、

対
応

現
代
共

通
語
形〈

〉

同
程
度

歴
史
性

有

、

場
面
性（

文
体
性）

点
〈

〉

重

少

。

下
位
場
面

言

方

古
辞
書
類

見

〈
〉

存

、〈
〉〈

〉

使

分

考

。

［
］

Ｂ
類

見
出

語

、

地
域
性
・
歴
史
性

点

、《

近
世
後
期

最
新

江
戸
語

》

性
格

持

《

近
世
後
期

一
昔
前

京
坂
語

》

性
格

持

二
分

。

後
者

、

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

、

類
・
Ａ

類

認

性
格

。

場
合、

新

言

方

〈

〉〈
〉

、

場
面（

文
体）

的

使

分

。
一
方、

前
者

、

項
目

「
」

・

「

ゝ

」

見
出

語

、

「

江
戸」

地
域
性

「

最
新

」

歴
史
性

点

、

類
・
Ａ
類

見

性
格

。

「

動
物」「

生
植」

項
目

。
、

項
目

「

ゝ

」
〈

〉
〈

〉

違

本
稿

限

明

。

、

場
面
性（

文
体
性）

不
確

多

、

性
格

持

見
出

語

選
択

妥
当
性

説
明

。

、

項
目

「
」

、

伝
統
的

京
坂

言

方

〈

〉

存

。

〈

一
昔
前

京
坂
語〉

、

「

訛

」
〈

〉

見
出

語

選
択

関

疑
問

少

。

［
］

東
日
本
分
布
類

語

現
代
共
通
語
形

一
致

Ⅱ
類

、

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

。

繰

返

述

、

対
応

現
代
共
通
語
形〈

〉〈
〉

見
出

語

対

共
通
語
的
性
格

点

劣

考

。
〈

〉
〈

〉

違

、

本
稿

検
討

共
通
語
的
性
格

限

殆

言

。

最
終
的

〈
〉

対

歌
語
・
雅

語
意
識

決

手

。

、

〈
〉

見
出

語

選

択

積
極
的

理
由

言

。

し

の

し

は

な

で
あ
る

た
だ

の

で

カ
カ
シ

は

の

カ
ガ
シ

と

を
ほ
ぼ

す
る

さ
を

つ

し
か
し

ク
ロ
ブ
シ

は

な

で
あ
る

に

ク
ル
ブ
シ

の

り

と
い
う

が

い

の

さ
は

カ

カ
シ

の

で
は
な
か
ろ
う

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

ク
ロ
ブ
シ

と

カ
カ
シ

を

に

う
こ
と
は

な
い

ス
リ
コ
ギ

は

と
し
た
が

に

く

に
も

の

を

す
る

に

が
る

レ
ン
ギ

の

の

い

で

で
は
く
つ
ろ
い
だ

と

に

ま
っ
た

で
も

わ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

の

い

で
あ
る

レ
ン
ギ

は

の
く
つ
ろ

い
だ

で

な

い

で

と

え
る

は

か
っ
た
で
あ
ろ
う

ま
た

と
し
た

カ
ワ
ズ

は

と
も
に
く

つ
ろ
い
だ

で

で
な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

た
だ

す
る

カ
エ
ル

も

の

を

し

の

で

カ
ワ
ズ

と

な
る
と
こ
ろ
は

な
く
な
い

よ
り

の

い

と
し
て

に

ら
れ
る

カ
イ
ル

が

し

カ
ワ
ズ

カ
エ
ル

と

い

け

ら
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
る

の

し

は

の

で

に
お
い
て

の

で
あ
る
こ
と

と
い
う

を

つ
も
の
と

に
お
い
て

の

で
あ
る
こ
と

と
い
う

を

つ
も
の
に

さ
れ
る

は

か
は
づ

す
り
こ
ぎ

の

し

で

で
も

め
ら
れ
た

で
あ
る

こ
の

よ
り

し
い

い

で
あ
る

カ

イ
ル

レ
ン
ギ

が
あ
る
が

こ
れ
ら
と
は

に

い

け
ら
れ

て
い
る

は

く
ろ
ぶ
し

か

し

の

し

で

と
い
う

と

の

と
い
う

の

で

に

ら
れ
な
い

と
な
る

と
も
に

の

で
な
い
た
め
で

あ
ろ
う
か

た
だ

か

し

で
は

カ
カ
シ

と

カ
ガ
シ

の

い
が

の

り
で
は

ら
か
で
な
い

こ
の
た
め

に

か
な
と
こ
ろ

が

く

こ
の
よ
う
な

を

ち
な
が
ら

し

と
し
て

さ
れ
た
こ
と
の

は

で
き
な
い

し
か
し

く
ろ
ぶ
し

で
は

な

の

い

で
あ
る

ク

ル
ブ
シ

が

す
る

そ
の
よ
う
な

の

が
あ
り
な
が
ら

そ
れ

か
ら
の

り

で
あ
る

ク
ロ
ブ
シ

が

し

と
し
て

さ
れ
た
こ
と
に

し
て
は

が

な
く
な
いの

う
ち

と

し
な
い

は

く
ろ
ぶ
し

か
は
づ

の

し

で
あ
る

り

し

べ
て
き
た
が

す
る

ク
ル
ブ
シ

カ
エ
ル

は
こ
れ
ら
の

し

に

し
て

の

で

っ
て
い
た
と
は

え
が

た
い

カ
ワ
ズ

と

カ
エ
ル

の

い
は

で

し
て
き
た

の

り
で
は

ど
な
い
と

え
る

に
は

カ
ワ
ズ

に

す
る

を

め

に
し
た

し
か
し

こ
れ
は

カ
エ
ル

が

し

と
し
て

さ
れ
な
か
っ
た

な

と
は

え
な
い
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一
二
五

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

17

〈
〉

〈
〉

場
合

問
題

大

。

歴
史
性

場
面
性

（

文
体
性）

点

〈
〉

方

〈
〉

優
位

判
断

。

点

注

述

如

誤
記

可
能
性

考

知

。

［
］

無
分
布
類

項
目

「
」

見
出

語

。

京
阪
・
東
京

分
布

ｎ
型

、

現
代
共
通
語
形

一
致

Ⅱ
類

。

今
回
対
象

見
出

語

語

中

例
外
性

高

。

［
］

見
出

語〈
〉

奈
良
南
部

地
点（

吉
野
郡
上
北
山

村
大
字
西
原）

見

。

『

日
本
方
言
大
辞
典』

〈
〉

『

物
類
称

呼』

例

示

。

、〈
〉

孤
立

訳

。

京
阪
及

周

辺
地
域

〈
（

）〉〈
（

）〉

、

類
似
形

分
布

、

近
畿
南
半

四
国

一
定

領
域

持

。

『

物
類
称
呼』

記
述

用
例

如

、

見
出

語

「

京」

言

方

、

今
日

同

近
畿
各
地

四
国

言

方

類
似
形

示

。

鼠

○
京

・

東
武

・

西
国

・

中
国

・

四
国

・

遠
江

・

大
和
及
伊
賀
伊
勢

・

越
後

・
土
龍

頁

〈
〉

用
例

、

古
辞
書
類

『

和
名
抄』

『

和
英
語
林
集
成

（

三
版）』

。

、『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

「

本
草

和
名」（

九
一
八
頃）

・「

温
故
知
新
書」（

一
四
八
四）

他

俳
諧「

両
吟
一
日

千
句」（

一
六
七
九）

・「

好
色
二
代
男」（

一
六
八
四）

用
例

示

、

一
定

勢
力

認

。

中
古

近
代

至

【

土
竜】

言

方

前
田
一
九
六
九

・
七
〇

詳

。

近
世

状
態

「

普
通
語

、

、

文
語
的

性
格

持

、

使

、

系
統

語

江
戸

使

、

…

近
世
中
期

語

、

使

」（

前
田
一
九
八
五

頁）

。

確

『

浪
花
聞
書』

「
」（

頁）

京
坂
語

一
端

示

。

従

、『

物
類
称
呼』

見
出

語

「

京」

言

方

、「

実

際

使

」（

前
田
一
九
八
五

頁）

。
確

『

和
英
語
林
集
成（

三
版）』

和
英

部

〈
〉

見
出

立

、

英
和

部「
」

項

、

初
版
・
二
版
・
三
版

〈
〉〈

〉〈
〉

示

。

『

言
海』

〈
〉

見
出

語

、「｛
」

印（
＝
「

古

語、

或

、

多

用

語…
」）

付

、「

同

。」

記

。

従

、

近
世
後
期
京
坂

〈
〉

下
位
場
面

言

方

〈
〉

対

使

分

上
位
場
面

言

方

考

。

点

見
出

語〈
〉

《

一
昔
前

京
坂
語

ク
ロ
ブ
シ

と

ク
ル
ブ
シ

の

は

が

き
い

や

の

で
は

ク
ル
ブ
シ

の

が

ク
ロ
ブ
シ

よ
り

に
あ
る
と

さ
れ
る

こ
の

で
も

に

べ
た

く

の

を

え
て
お
く
べ

き
か
も

れ
な
い

は

う
ご
ろ
も
ち

の

し

だ
け
で
あ
る

こ
れ
は

に
も

し
な
い

で

と

し
な
い

で
も
あ
る

と
し
た

し

の

で
も

が

い

し

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

は

で

に

し
か

ら
れ
な
い

ち
な
み
に

で
も

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

に
つ
い
て
は

の

を

す
だ
け
で
あ
る

し
か
し

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

が

し
て
い
る

で
は
な
い

び
そ
の

に
は

オ
ン
ゴ
ロ

モ
チ

ウ
ン
ゴ
ロ

モ
チ

な
ど

が

し

や

に

の

を

つ

の

は

の

く
で

し

は

の

い

と

さ
れ

と

じ
く

や

の

い

と
し
て

が

さ
れ
る

う
ご
ろ
も
ち

に
て

う
ご
ろ
も
ち

に
て

む
ぐ
ら
も

ち

に
て

も
ぐ
ら

に
て

む
ぐ
ろ
も
ち

に
て

を
ご

ら
も
ち

て

い
ぐ
ら
も
ち

に
て

を
ご
ろ
も

ち

に
て

と
い
ふ

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

の

は

で

と

だ
け
で
あ
る

し
か
し

で
は

の

に

の

が

さ
れ
る
な
ど

の

が

め
ら
れ
る

か
ら

に

る
ま
で
の

の

い

に
つ
い
て
は

が

し
い

の

に
つ
い
て
は

ウ
グ
ロ
モ
チ
が

で
あ
り

ウ
ゴ
ロ
モ
チ
も

い
く
ら
か

な

を

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

わ
れ
て
お
り

ム
グ
ラ
モ
チ
の

の

は

な
ど
で

わ
れ

か
ら
は
ご
く
あ
た
り
ま
え
の

と
し
て

ウ
グ
ロ
モ
チ
に
か
わ
っ
て

わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

と
ま
と
め
ら
れ
る

か
に

う
く
ろ
も
ち

も
そ
の
よ
う
な

の

を

し
て

い
る

っ
て

は

し

を

の

い

と
す
る
が

に
は
か
な
り
ウ
グ
ロ
モ
チ
が

わ
れ
て
い
た

の
で

あ
ろ
うか

に

の

で

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

は

し

に

て
ら
れ
る
が

の

の

で
は

と

も

ム
グ
ラ
モ
チ

ホ
ク
ロ

ド
リ
ュ

を

す
だ
け
で
あ
る

ま
た

で
も

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

は

し

と
さ
れ
る
が

キ

ハ

ク

ヰ
ヌ

を

し
て

む
ぐ
ら
も
ち
ニ

ジ

と

す

っ
て

で

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

は

の

い

で
あ
る

ウ
グ
ロ
モ
チ

に

し
て

い

け
ら
れ
る

の

い

で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る

こ
の

で

し

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

は

の

で
あ
る

Ã
P

P 44．
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分
布
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Ｎ
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一
二
六

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

18

こ
と

と
い
う

は

つ

ち
な
み
に

ウ
グ
ロ
モ
チ

は

に

と

さ
れ
る

に
も

ら
れ
る
が

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

に
つ
い
て
は

れ
ら
れ

て
い
な
い

ま
た

ウ
グ
ロ
モ
チ

は

を

め
と
し
て

く
の

に

ら
れ
る

い

で
あ
る

し
か
し

こ
の
よ
う
に

で

ウ
ゴ

ロ
モ
チ

が

さ
れ
て
い
る
こ
と
は

そ
の

を

す

と
し
て

で
き

な
いな

お

し

と
し
て

さ
れ
た
の
は

の

き

に

え
て

が

に

し

で
も

ん
に

し
て
い
る

に

が

ら
れ
る

な

い

で
あ
る

も

で
き
な
い

に
は

モ
グ
ラ

が

か

ら
そ
の

び

を

く

に

し

も

い

を

す
し
か
し

で
の

に
も
か
か
わ
ら
ず

の

く

で
は

の

い

と
さ
れ
る
だ
け

の
お

で
あ
る

で
は

ム

グ
ラ
モ
チ

を

の

い

と
し
て

す
だ
け
で
あ
る

か
に

に

モ
グ
ラ

は

ら
れ

る
が

の

き

ム
グ
ラ

の

し

で

の

く

の

に
は

ら
れ
な
い

ほ
ぼ

の

で
も

も
ぐ
ら
も
ち

お
ん
ご
ろ
も
ち

の

く

こ
と
ば

に

モ
グ
ラ

は

え
ず

こ
と
ば

は

で

に

ら
れ
る

し

の

が

さ
れ
る

で
も

モ
グ
ラ

は

し
と
さ
れ
ず

モ
グ
ラ
モ
チ

も

さ
れ
る
が

む
ぐ
ら
も
ち
ノ

ヲ

ヨ

と

さ
れ
る

の

モ
グ
ラ

は

の

い

と
さ
れ
る

ム
グ
ラ
モ
チ

の

に

し
た

モ
グ
ラ
モ
チ

か
ら

し
た

も

し
い

い

で
あ
ろ
う

の
よ
う
に

で
は

ム
グ
ラ
モ
チ

い
は

モ
グ
ラ
モ
チ

が

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

こ
の
よ
う
に

ま
だ

で
は

モ
グ
ラ

が

ど

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

で

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

を

と
し

こ
こ
ま
で

を

め
て
き
た
が

の

く

が

な
く
な
い

え
ば

の

の

い
は

り

と
し
て

す
る

モ
チ

と
い
う

の

は

す
る

と

う

を

て
て

を

と
し
て
ま
と
め

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

を

え
る
と

か
ら

ま
で

す
る

と

え
る

で
は

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

が

な
ど
の

を

つ

の

い

い

で
あ
り
な
が
ら

は

の
み
で
あ
る

を

で
た
ど
れ
る

の
も
の
が

に
し
か

ら
れ
な
い

と

し

に
よ
る

の

と

に
よ
る

の

と
が

う
ま
く
か

み

っ
て
い
な
い

と
し
て

に
し
て
い
る

し
か
し

と
さ
れ
る

も

に
は

と

え
る

で
あ
る

ま
た

の

く

を
ま
と
め
る
と

そ
の

は

と
な
る

そ
こ
で

こ
の
よ
う
な

な

え

を
す
る
と

で

べ
た

く

に
お
い
て
も

し

に

く

め
ら
れ
る

と

の

の
あ
り

ち

が

く

で
の

が

い
と
い
う
こ

と
が

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

》

性
格

持

。

、〈
〉

『

大
和
本
草』

「

鼠」（

Ⅱ
・

頁）

記

上、

本
文
中

見

、〈
〉

触

。

〈
〉

『

名
義
抄』

初

多

古
辞
書

類

見

言

方

。

、

『

物
類
称
呼』

〈

〉

選
択

、

独
自
性

示

例

無
視

。
、

見
出

語

選
択

、

右

如

文
体
価
値

加

、

吾
山

「

凡
例」

示

、

本
文

盛

引
用

『

和
名
抄』

用
例

見

、

伝
統
的

言

方

点

無
視

。

［
］

全
国
的

現
代
共
通
語
形〈

〉（
類
・
ｂ
型）

関
東
全
域

隣
接
地
域
及

大
分
・
宮
崎

除

九
州

分
布

、

最

広

領
域

有

。

、

分
布

用
例

如

『
物
類
称
呼』

「

西
国」

言

方

、

吾
山

膝
元

関
東
地
方

〈

〉
「

東
武」

言

方

示

。

確

『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・
三
版）』

〈
〉

見

、「
」

如

〈
〉

主
体

示

方

、

既
述

如

和
英

部

見

。

同
時
期

『

東
京
京
阪
言

語
違』

「
」（

頁）

如

「

東
京

」

〈
〉

見

、「

上
方

」

近
畿
中
央

見

見
出

語

類
似
形

示

。『

言
海』

〈
〉

見
出

、

〈
〉

示

、「

條

見

。」

記

。

東
日
本

〈
〉

、「

東
武」

言

方

〈
〉

次

一
般
化

〈
〉

派
生

最

新

言

方

。

前
田
氏

世
紀
後
半
江
戸

〈
〉

或

〈
〉

一
般
的

。

当
時

江
戸
・
関
東
地
方

〈
〉

殆

使

考

。

［
］

前
稿

〈
〉

Ｎ
類

、

議
論

進

、

既
述

如

類
似
形

少

。

例

、「

①
一
・
二
・
三
音
節
目

子
音
・
母
音

違

《

訛

》

許
容

、

②〈
～

〉

後
部
成
素

存
在

重
視

」

言

原
則

立

類
似
形

同
系
統

、

類

考

、

青
森

鹿
児
島

分
布

類

言

。

『

解
説

』
〈

〉

特
徴
①〈

和
名
抄

用
例〉

持

歴
史

深

言

方

、

分
布

奈
良
県
南
部

点

「

文

献

最
古

、

近
畿
周
辺

見

」

表
現

、

「

文
献

語
史

研
究

言
語
地
理
学

語
史

研
究

、

合

」（

頁）

例

問
題

。

、「

近
畿
周
辺」

地
点

地
勢
的

周
辺
地
域

言

山
間
地

。

右

如

類
似
形

、

分
布
領
域

最
大

。

、

巨
視
的

捉

方

、

章［
］

項

述

如

本
項
目

見
出

語

広

認

地
域
性

歴
史
性

関
連

方、

即

、

分
布
領
域

広

、

京
坂

歴
史

深

認

。

ヱ
ン

ウ
ク
ロ
モ
チ

263

379
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５
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３
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一
二
七

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

19

５．

お
わ
り
に

［
］

本
稿

、『

物
類
称
呼』

見
出

語

場
面

言

方

地
域

使

考
察

一

。

前
稿

、

項
目

見
出

語

分
布
状
況

四

分
布
類
型

分

類

検
討

。

、《

出
来

多

見
出

語

同
一
基
準

扱

、

地
域
性

大
凡

性
格

把
握

》

詳
細

欠

。

、

本
稿

見
出

語

分
布
状
況

検
討

、

地
域
性

捉

第
一

目
的

。

上

近
世
後
期

場
面

言

方

地
域

使

考
察

。

次

、

踏

、

見
出

語

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

性
格

明

第
二

目
的

。

可
能

項
目

、

該
当

言

方

『

物
類
称
呼』

見
出

語

選
択

妥
当
性

意
味

言
及

。

、

点

関

、

今
後
調
査
・
検
討

行

事
項

多

明

。

［
］

分
布
類
型

見
直

、

東
西
日
本

分
布
類
型

連
続
性

示

形

行

。具
体
的

「

東
西
分
布」「

西
日
本
分
布」「

東
日
本
分
布」「

無
分
布」

類
型

、

典
型
的

分
布

見
出

語、

周
辺
的

、

他

類
型

近

分
布

見
出

語

明

。

［
］

東
西
分
布
類

類

、

東
日
本

分
布
領
域

西
日
本

分
布
領
域

等

、

即

、

東
日
本

西
日
本

分
布
領
域

認
定

基
準

。

典
型
的

類

、

型
・

語（

項
目

「
」

・

「
」

見

（ ）

出

語）

語（

項
目

「
」

・

「
」

・

「
」

・

（ ）

「
」

・

「
」

見
出

語）

、

全
国
的

見
出

語

分

布
領
域

最

広

。

一
方、

西
日
本
分
布
類
Ａ
類

近

、

項
目

「
」

・

「

」

見
出

語

。

特

後
者

京
坂

江
戸

飛
火

、

周
辺
地

域

広

言

方

。

、

近
畿

分
布

関
東

分
布

連
続

。

項
目

「
」

見
出

語

同

飛
火

伝
播

、

東
日
本

一
定

分
布
領
域

持

。

東
日
本
分
布
類
Ｂ
類

近

、

項
目

「
」

見
出

語

。

、

型

、

京
阪

勢
力

弱

。

無
分
布
類
Ｎ
類

近

、

項
目

「
」

見
出

語

。

分
布
密
度

低

、

連
続

分
布

持

、

東
北（

宮
城
・
山
形）

九
州（

大
分
・
熊
本

・
長
崎）

広

、

分
布

広
域
性

。

［
］

西
日
本
分
布
類
Ａ
類
・
東
日
本
分
布
類
Ｂ
類

、

西
日
本
・
東
日
本

特
徴

的

分
布

。

西
日
本
或

東
日
本

固
有

言

方

言

、

典
型
的

Ａ
類
・
Ｂ
類

分
布

示

、

Ａ
類

項
目

「
」

見
出

語、

Ｂ
類

項
目

「
ゝ

」

見
出

語

。

前
者

、

本
稿

言

東
西

境
界
線
以
西

連
続

広

、

後
者

岐
阜
・
愛
知
・
静
岡
西
部

分
布

、

東
日
本

固
有

、

分
布
領
域

東

偏

。

、

Ａ
類

東
日
本

分
布

、

Ｂ
類

西
日
本

分
布

１２

２

７

５

１

３

８

６

は

の

し

が
く
つ
ろ
い
だ

の

い

と
し

て
ど
の

で

わ
れ
る
か
を

す
る
も
の
の

つ
で
あ
る

で
は

の

し

の

で
の

を

つ
の

に

し
て

し
た

し
か
し

る
だ
け

く
の

し

を

で

い

そ
の

の

の

を

す
る

に
し
て
も
や
や

を

い
て
い

た

こ
の
た
め

で
は

し

ご
と
に

を

し

そ
の

を

え
な
お
す
こ
と
を

の

と
し
た

そ
の

で

の
く
つ
ろ
い
だ

の

い

と
し
て
ど
の

で

わ
れ
た
か
を

し
た

に

こ
れ
ら
を

ま
え

し

が

の

に
お
い
て
ど

の
よ
う
な

で
あ
っ
た
か
を

ら
か
に
す
る
こ
と
を

の

と
し
た

ま
た

な

に
つ
い
て
は

の

い

が

の

し

と
し
て

さ
れ
た
こ
と
の

や

に

し
た

た
だ

こ
の

に

し
て
は

を

う
べ
き

の

い
こ
と

が

ら
か
に
な
っ
たの

し
は

の

の

を

す

で

っ

た

に
は

と
い

う

で

そ
れ
ぞ
れ

な

の

し

で

の

に

い

の

し

を

ら
か
に
し
た

は

の

と

の

が
ほ
ぼ

し
い
こ
と

ち

と

の

の
バ
ラ
ン
ス
を

の

と
し
た

な

は

の

む
ま

こ
め

の

ｱ

し

と

の

に
じ

ぢ
し
ん

う
し

ｱ

と
ん
ば
う

す
り
ば
ち

の

し

で

に

し

の

が

も

い

に

い
も
の
は

と
か
け

じ
う

や
く

の

し

で
あ
る

に

は

か
ら

へ

を
し

に

が
っ
た

い

で
あ
る

こ
の
た
め

の

と

の

は

し
な
い

た
う
が
ら
し

の

し

も

じ
く

で

し
た
も
の

で
あ
る
が

に

の

を

っ
て
い
る

に

い
も
の
は

せ
き
れ
い

の

し

で
あ

る

こ
の
た
め

で
あ
る
が

で
の

は

い

に

い
も
の
は

つ
く

し

の

し

で
あ
る

は

く

し
た

を

た
な
い
が

か
ら

ま
で

が
る
な
ど

の

は
あ
るは

に

に

す
る
も
の
で
あ
る

い
は

に

な

い

と

え
る

な

の

を

す
も
の
は

で

き
び
す

の

し

で

か

し

の

し

で
あ
る

は

で

う

の

に

し
て

が
る
が

は

に

せ
ず

に

で
は
あ
る
が

は

に

る

し
か
し

で
も

に

し

で
も

に

す
る
も
の
が

36

21

21

1

17

2

33

16

27

24

11

25

22

31
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ab
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一
二
八

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

20

あ
る

な
ん
ば
ん
き
び

い
か
の
ぼ
り

の

し

は

で
も

に

い

ま
た

は

に
も

ら
れ

な
と
こ
ろ
も

あ
る

で
は

す
り
こ
ぎ

の

し

が

の

の

い

と
し

て

の

い

の

に

に
も

ら
れ
る

し
か
し

の

は

く

の

と
か
け

じ
う
や
く

の

し

に

べ
る
と

の
バ
ラ
ン
ス
を

く

は

う
ご
ろ
も
ち

だ
け
で

で
は
そ
の

が

と

な

を

す

の

し

は

に

か
ら

で

わ

れ
て
い
た

い

で

は
そ
の

の

さ
を

に

ま
た
は

に

が
っ
た

か

で
あ
る

そ
の

の

し

の

に

で

し
た
も
の
が
あ
っ
た
た
め

と
い
う

に

な

を

る
も
の
が

ま
れ
た

し
か
し

に

に

な

い

が

す
る

の
う
ち

く
ろ
ぶ
し

か

し

の

し

が

し
よ
う

た
だ

こ
の

も

の

ク
ル
ブ
シ

カ
ガ
シ

は

で
も

ら
れ
る
た
め

に
は

の

い

と

え
な
い
か
も

れ
な
い

で
も

べ
た
よ
う
に

の

し

は

に
や

や

く
が

の

に

く

す
る

い

を

と
す
る

と
い
う
こ
と

が

で
も

で
き
る

た
だ

で
は

を

し
た
た
め

だ
け
で
は

り

な
い

の

が

し

た

こ
の
た
め

に

で
な
い

い

が

に
も

す

る
こ
と
が

か
り

し

で
は

が

ま
っ
た

に

な

の

い

い

も

な
か
ら
ず

す
る

こ
と
が

か
っ
た

し
か
し

そ
れ
ら
も

か
ら

ま
で

く

す
る

が

め
ら
れ
た
り

を
ま
と
め
る
と

く

し
た

が

れ
た
り
す

る
な
ど

し

と

の

に

づ
い
た

で
は

じ
ら
れ
な
い

も

え
て
き
たに

っ
て

の

し

の

の

を

し
た
が

の

と

き
な

い
は
な
い
よ
う
で
あ
る

で

っ
た

で
は

の

な

は

え
る
こ
と
が

で
き
な
い

そ
こ
で

の

に

づ
き

の

び
そ
れ
ら
の

に

し
て

し
た

え
ば

で

い
ず
れ
も

す
る

は

に
は

だ
け
の

だ
け
の

い
ず
れ
に
も

し
な
い

い
ず
れ
か
で
あ
っ
た

が

え
ら
れ
る

こ
の
よ
う
に

し

が

を

さ
せ
る

に

す
る

が

に

い
ず
れ
に
も

す
る

で
あ
っ
た

ち

を

さ
せ
て
い
る
こ
と
も

え
ら
れ
る

に
こ
の
よ
う
な

の

が

に

が
っ
て
い
け
ば

の

に

ぶ
こ
と
も

さ
れ
る

の

の
う
ち

か
ら

ま
で

に
お
い
て

の

ら
れ
る
も
の
は

い
ず
れ
も

の

じ
う
や
く

す
み
れ

す
り
ば
ち

で
あ
る

じ
う
や
く

は

で

は

ジ
ュ

ヤ
ク

と

ド
ク
ダ

。

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

、

Ａ
類

Ｎ
類

近

。

前
者

静
岡
・
愛
知

見

、

類
的

。Ｂ
類

項
目

「
」

見
出

語

京
坂

一
昔
前

言

方

、

東
日
本

広

分
布
領
域

他

西
日
本

見

。

、

西
日
本

分
布

狭

、

類

項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

比

東
西

欠

。

無
分
布
類
Ｎ
類

項
目

「
」

、

使
用
地
点

地
点

典
型
的

様
相

示

。

［
］『

物
類
称
呼』

見
出

語

、

基
本
的

室
町
期
以
前

京
都

使

言

方

、

元
々

歴
史

深

背
景

全
国

西
日
本

広

類

Ａ
類

。

後

類

見
出

語

一
部

西
日
本

衰
退

、

Ｂ
類

東
日
本

特
徴
的

分
布

取

生

。

、

例
外

的

東
日
本

固
有

言

方

存

。

Ｂ
類

語

項
目

「
」

・

「

ゝ

」

見
出

語

該
当

。

、

語

類
似
形

〈
〉〈

〉

京
都

見

、

厳
密

東
日
本
出
自

言

方

言

知

。

以
上、

前
稿

述

『

物
類
称
呼』

見
出

語

《

西
日
本

傾

、

日
本

東
西

広

分
布

言

方

基
本

》

本
稿

確
認

。

、

本
稿

歴
史
性

検
討

、

知

得

分
布

背
景

示

得

。

、

東
日
本

固
有

言

方

Ｂ
類

存

分

、

見
出

語
全
体

西
日
本
色

強

。

反
面、

Ｎ
類
以
外

Ｎ
類
的

分
布
密
度

低

言

方

少

存

分

。

、

東
北

九
州

広

散
在

広
域

性

認

、

類
似
形

広

連
続

分
布

現

、

見
出

語

同
一

方
言
形

基

分
布
類
型

論

面

見

。

［
］

歴
史
的

遡

『

物
類
称
呼』

見
出

語

語

近
世
後
期

地
域
性

検
討

、

分
布

大

違

。

勿
論、

本
稿

扱

資
料

当
時

全
国
的

分
布
状
況

捉

。

、

京
阪
・
東
京

分
布
類
型

基

、

近
世
後
期

京
坂
・

江
戸
及

周
辺
地
域

限
定

考
察

。

例

、

京
阪
・
東
京

分
布

型

、

近
世
後
期

京
坂

ａ
型、

江
戸

ｂ
型、

京
坂
・
江
戸

分
布

ｎ
型、

可
能
性

考

。

見
出

語

分
布
領
域

拡
大

一
方、

京
阪

分
布

ａ

型

、

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

分
布

型

可
能
性、

即

、

分
布
領
域

縮
小

考

。

更

分
布
領
域

拡
大
・
縮
小

周
辺
地
域

広

、

東
西
日
本

分
布
類
型

及

予
想

。

［
］

東
西
分
布
類

類

語

、

近
世
後
期

今
日

京
阪
・
東
京

変
化

見

、

型

項
目

「
」

・

「
」

・
「

」

。

項
目

「
」

、

東
京

区
内

〈
〉

〈
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27
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一
二
九

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

21

ミ

が

さ
れ

は

ジ
ュ

ヤ
ク

だ
け
で
あ
る

し
か
し

の

の

に

し

ジ
ュ

ヤ
ク

は

し
が
た
く

で

の

い

と
し
て
は

ど
く
だ
み

が

さ
れ
る

い
つ

か
ら

し
た
か

で
あ
る
が

の
く
つ
ろ
い
だ

へ
の

は

で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る

た
だ

で
な
く

で
あ
っ
た
と

の

は
な
い

し
か
し

の

へ
の

が
り
は

ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る

こ
の
た
め

に
は

で
な
く

と
す
る
の
が

で
あ

ろ
う

す
み
れ

で
は

に

の

い

と
し
て

す
ま
ふ

と
り
ぐ
さ

が

さ
れ

に
も

さ
れ
る

の
く
つ
ろ
い

だ

で
は

ス
ミ
レ

で
は
な
く

ス
モ

ト
リ
グ
サ

が

で

は

で
な
く

で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る

す
り
ば
ち

は

で

の

い

と
し
て

す
り
こ

ば
ち

が

さ
れ

で
も

に

ス
リ
コ
バ
チ

が

ら
れ
る

こ
の
た
め

で
く
つ
ろ
い
だ

の

い

と
し
て

わ
れ
て
い
た

が
あ
る

こ
の

つ
の

は

し

が

ま
た
は

に

し

て
き
た

と
な
る

で

か
ら

ま
で

に
お
い
て

の

し
た
も
の
は

な
ん
ば
ん
き
び

り
う
き
う
い
も

の

し

で
あ
る

い
ず
れ
の

し

も

で
あ
る
が

で
は
と
も
に

の

い

と
さ
れ
る

そ
の

の

で
も

で
き

の
く
つ
ろ
い
だ

で

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

が

わ
れ
て
い
た
こ
と
は

い

た
だ

の

で

ナ
ン
バ

で

ナ
ン
バ
キ
ビ

が

わ
れ
は
じ
め

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

と

い

け
ら
れ
て
い
た

も

え
ら

れ
る

じ
く

の

ぼ
う
ふ
ら

は

の

の

い

と
し
て

し

が

さ
れ
る
が

の
く
つ
ろ
い
だ

で
の

を

す

も
の
で
な
い
た
め

に

は
な
い

な
お

に
は

ま
で

で

に

の

じ

た

し

は

し
な
い

の

う
ご
ろ
も
ち

の

し

は

で

の

い

と
さ
れ
て
い
た

た
だ

の

の

を

え
る
と

く
つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
て
い
た

と
は

え
が
た
い

し

で

わ
れ
る

も

ま
っ
た

に

ら
れ

に

き

だ
け
に

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

こ
の
た
め

く
つ
ろ
い
だ

で
の

わ
れ

を

え
る
と

の

に

わ
り
な
く

で
も

と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う

も
う

し

の

を

れ
ば

の

の

ボ

フ
ラ

と

じ
く

に
お
い
て

し
た

と
し
て

え
た

か
も
し
れ
な
いに

よ
っ
て

の

に

が
あ
り

す
べ
て
の

が

レ
ベ
ル
で

で
き
た

で
な
い

し
か
し

び
そ
れ
ら
の

で

わ
れ
な
く

な
っ
た

い

は

で

ス
リ
コ
バ
チ

で

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

ス
モ

ト
リ
グ
サ

に
そ
の

を

〉

併
用

、

都
下

〈
〉

。

、

近
世
後
期

江
戸

文
献

見
出

語〈
〉

見
出

、『

物
類
称
呼』

『

常
陸
方
言』

江
戸

言

方

「
」

示

。

頃

京
坂

飛
火

不
明

、

当
時
江
戸

場
面

浸
透

不
十
分

考

。

、

当
時

型

ａ
型

確
証

。

、

江
戸

周
辺
地
域

広

限

想

像

。

、

近
世
後
期

類

Ａ
類

妥
当

。項
目

「
」

、『

物
類
称
呼』

畿
内

言

方

「

」

示

、

方
言
書
類

記

。

近
世
後
期
京
坂

場
面

〈
〉

〈
〉

一
般
的

、

当
時

型

ｂ
型

考

。

項
目

「
」

、『

物
類
称
呼』

大
坂

言

方
「

」

示

、

大
阪
南
端
・
和
歌
山

〈
〉

見

。

、

近
世
後
期
大
坂

場
面

言

方

使

可
能
性

。

二

項
目

、

近
世
後
期
以
降
見
出

語

大
坂

京
坂

侵
入

例

。

［
］

西
日
本
分
布
類
Ａ
類

近
世
後
期

今
日

京
阪
・
東
京

変

化

存

、

項
目

「
」

・

「
」

見

出

語

。見
出

語

ｎ
型

、『

物
類
称
呼』

「

畿
内」

言

方

。

他

文
献

確
認

、

当
時
京
坂

場
面

〈
〉〈

〉

使

間

違

。

、

項
目

場
合、

京

〈
〉

、

大
坂

〈
〉

使

、〈
〉

使

分

可
能
性

考

。同

ｎ
型

項
目

「
」

、

江
戸

先
年

言

方

見
出

語

示

、『

物
類
称
呼』

当
時

場
面

使
用

示

、

類
型

変
更

。

、

東
日
本
分
布
類
Ｂ
類

今
日

京
阪
・
東
京

分
布

変
化

生

見
出

語

存

。

［
］

無
分
布
類
Ｎ
類
唯
一

項
目

「
」

見
出

語

、『

物
類

称
呼』

京

言

方

。

、

当
時

文
献

状
態

考

、

場
面

使

考

。

話

言
葉

使

場
合

改

場
面

限

、

更

書

言
葉

限

。

、

場

面

使

方

考

、『

物
類
称
呼』

記
述

関

、

近
世
後

期

ｎ
型

。

少

時
間

幅

取

、

先

江
戸

〈
〉

同

京
・
江
戸

衰
退

例

扱

。

［
］

項
目

調
査

密
度

差

、

項
目

同

検
討

訳

。

、

京
坂
・
江
戸
及

周
辺
地
域

近
世
後
期
以
降
使

言

方

、

大
坂

〈
〉

、

京
坂

〈
〉

・

〈
〉

・

〈
〉

、

逆

後
勢
力

ーー

ー

ー

ー

ーー

ー

ー
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一
三
〇

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

22

得

言

方

、

江
戸

〈
〉

。

代

使

言

方
、

順

〈
〉

・

〈
〉

・

〈
〉

・

〈
〉

、

勢
力

失

言

方

、

〈
〉

。

見
出

語
・
現
代
共
通
語
形

入

乱

、

京
坂

使

言

方

現
代
共
通
語
形

当
然

結
果

知

。

一
方、

江
戸

〈
〉

〈
〉

交
替

、

例
外
的

存
在

。

京
坂
語

権
威

強

示

例

。

［
］

近
世
後
期

今
日

京
阪
・
東
京

変
化

東
西
日
本

分
布
類

型

枠
組

及

、

項
目

「
」

。

、

他

確
認

、

可
能
性

項
目

少

。

Ａ
類

項
目

「
」

見
出

語

、

江
戸

先
年

言

方

、

小

林
氏

調
査

近
世
後
期

東
日
本
各
地

農
書

見

。〈
〉

〈
〉

定

例

、

類

一
括

、

当
時

類

認

広

有

考

。

項
目

「
」

見
出

語

、

Ｂ
類

九
州

分
布

見

。

年
内
外

〈
〉

九
州

大
幅

領
域

拡
大

、

近
世
後
期
当
時〈

〉

領
域

今
日

広

知

。

場
合

類

所
属

。

［
］

項

Ａ
類
・
Ｂ
類

中

周
辺
的

分
布

示

示

。

今
後
地
方
語
文
献

調
査

進

、

以
外

変
化

生

項
目

確
認

。

［
］

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

分
布
状
況

京
阪
・
東
京

分
布
状
況

変
化

確
認

、

項
目

過

。

見
出

語

使
用

、

拡
大
・
縮
小
両
方

見

、

京
坂
・
江
戸

使

型

割
合

依

殆

変

。

、

場
面

京
坂
或

江
戸

使

、

使

見
出

語

過
半
数

占

変

。

、

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

使

場
合

考

、

京
坂
・
江
戸

使

見
出

語

多

。

、

場
面

改

場
面

書

言
葉

使

言

方

改

場
面

書

言
葉

使

言

方

見
出

語

少

。

逆

場
面

話

言
葉

使

文
体
価
値

低

言

方

、

項
目

〈
〉

・

〈
〉

、

江
戸

〈

〉〈
〉

使

分

。

他、

項
目

「

ゝ

」

西
日
本

広

〈
〉

使

分

、

江
戸

〈
〉

場
面

限

可
能
性

出

。

他、

項
目

〈
〉

京
坂

場
面

言

方

、

現
時
点

京
坂
・
江
戸

上
位
場
面

使

可
能
性

否
定

。

項
目

「

ゝ

」

場
合

同
様、

今
後
調
査

必
要

。

場
面

限

言

方

少

、

見
出

語

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

性
格

自

明

て
き
た

い

は

で

ジ
ュ

ヤ
ク

と
な
る

こ
れ
ら
の

わ
り
に

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

い

は

に

ス
リ
バ
チ

ト

モ
ロ
コ
シ

サ
ツ
マ
イ
モ

ス
ミ
レ

を

っ

た

い

は

ド
ク
ダ
ミ

で
あ
る

し

が

り

れ
て
い
る
が

で

わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た

い

が
す
べ
て

で
あ
る
こ
と
は

の

か
も

れ
な

い

で
の

ド
ク
ダ
ミ

か
ら

ジ
ュ

ヤ
ク

へ
の

は

こ
こ

で
は

な

と
な
る

ま
だ

の

が

か
っ
た
こ
と
を

す

に

な
ろ
う
か

か
ら

ま
で
の

で
の

で

の

の

に
ま
で

ん
だ
も
の
は

じ
う
や
く

だ
け
で
あ
っ
た

し
か
し

に

で
き
な
か
っ
た
だ
け
で

そ
の

の
あ
る

は

な

く
な
い

の

ぼ
う
ふ
ら

の

し

は

の

の

い

で

の

で
も

の

の

に

ら
れ
た

ボ

フ
ラ

か

ボ

ブ
ラ

か

め
が
た
い

も
あ
る
が

ボ

ブ
ラ

と
し
て

す
る
と

と

め
ら
れ
る

が
り
を

し
て
い
た
と

え
ら
れ
る

す
り
こ
ぎ

の

し

は

な
が
ら

に
も

が

ら
れ

る

の
う
ち
に

レ
ン
ギ

が

で

に

を

し
た
の
で
あ

れ
ば

ス
リ
コ
ギ

の

は

よ
り

か
っ
た
か
も

れ
な

い

こ
の

は

に

さ
せ
ら
れ
よ
う

い
ず
れ
も

で

の

で

な

を

す
も
の
と
し
て

し
た

の

を

め
て
い
け
ば

こ
れ
ら

に
も

の

じ
た

が

で
き
よ
う

の

の

と

で
の

の

で

の

で
き
た
の
は

に

ぎ
な
か
っ
た

そ
れ
も

し

の

に
つ
い
て
は

が

ら
れ
る
た
め

い
ず
れ
で
も

わ
れ
る

の

は

に

る
も
の
と

ど

わ
ら

な
いこ

の
た
め

く
つ
ろ
い
だ

で
は

い
は

だ
け
で

わ
れ
る

ま
た

は
い
ず
れ
で
も

わ
れ
な
い

し

が

を

め
る
こ
と
も

わ
ら
な
い

し
か
し

ま
っ
た

の

し

や

き

で

わ
れ
る

ま
で

え
る

と

い
ず
れ
で
も

わ
れ
て
い
た

し

が

く
な
る

こ
れ
は

く
つ
ろ
い
だ

だ
け
で
な
く

ま
っ
た

や

き

で
も

わ
れ
る

い

や

ま
っ
た

や

き

だ
け
で

わ
れ
る

い

が

し

に

な
く
な

い
た
め
で
あ
る

に
く
つ
ろ
い
だ

の

し

だ
け
で

わ
れ
る
よ
う
な

の

い

い

は

ク
ロ
ブ
シ

ジ
ュ

ヤ
ク

だ
け
で

で

ク

ル
ブ
シ

ド
ク
ダ
ミ

と

い

け
ら
れ
て
い
た

そ
の

か

し

で

に

が
る

カ
ガ
シ

と

い

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば

で

カ
カ
シ

が
く
つ
ろ
い
だ

に

ら
れ
て
い
た

も

て
く
る

そ
の

ト
カ
ケ

は

の
く
つ
ろ
い
だ

の

い

で
あ
る
が

で
は

と
も
に

で

わ
れ
て
い
た

が

で
き

な
い

か

し

の

と

が

で
あ
る

こ
の
よ
う
に
く
つ
ろ
い
だ

に

ら
れ
る

い

が

な
い
こ
と
か
ら

し

が

に

で
ど
の
よ
う
な

で
あ
っ
た
か
は

ず
と

か

27
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一
三
一

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

23

で
あ
ろ
うの

き

し

の

の

さ
は

の

し

が

に

か
ら

わ
れ
て
き
た

で
あ
る
た
め
と

え
よ
う

こ
れ
は

の
ま
と
め
で

し
た
が

じ

に

の
く
つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
る

よ
り

し
い

い

が
あ
る

そ
れ
を

け
る

が

で
あ
る
こ
と

し

で
は

わ
れ
な
く
な
っ
た

し
た
よ
う
な

い

が
あ
る

そ
れ
を

け
る

が

ら
れ
る

こ
と
か
ら
も

か
で
あ
ろ
う

し
か
し

ま
っ
た

の

し

や

き

に

ら
れ
る

と
し
た

し

に
は

し

で
は

わ
れ
な
い

し
た
よ
う
な

い

と

の

け
が
た
い
も
の

い
わ
ば

で
は

ま
な
い
も
の
が

な
く
な
い

に

い
は

に

い
も
の
と
し
た

い

に
は

ま
ゆ

う
ご
ろ
も
ち

な
め
く
じ
り

か
は
づ

つ
く

し

の

し

な
ど
は

の

さ
に

え

か
ら

も

で
は

が

ら
れ
て
い
た

が
あ
る

の

だ
け
な
く

も

し
て
い
く

が
あ
る

の

い

が

の

し

と
し
て

さ
れ
た
こ
と
の

や

に
つ
い
て
は

の

と
す
べ
き

が

い

で
は

し

に

く

し
て

ら
れ
た

に
つ
い
て

べ
た

か
に
そ
れ
は
そ
の

い

が

し

と
し
て

さ
れ
た

の

は

し

て
い
る
で
あ
ろ
う

に

の

さ
は

の

で
も

の

い

に

す
る

を

す
る

で
あ
る

し
か
し

じ

に

な

い

が

に

す
る

そ
れ
が

さ
れ
な
か
っ
た

ま
で

で
き
な
け
れ
ば

の

い

が

さ
れ
た
こ

と
を

に

し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

に

で

と
な
っ
た

ク
ロ
ブ
シ

ジ
ュ

ヤ
ク

に
つ

い
て
は

こ
れ
ら
が

し

と
し
て

さ
れ
た

や

が

で
き
て

い
な
い

に

で
は

に
あ
る
と

え
ら
れ
る

ク
ル
ブ
シ

ド
ク
ダ
ミ

が

し

と
し
て

さ
れ
な
か
っ
た

も

で
き
て
い
な

い

ト
カ
ケ

も

な
と
こ
ろ
が
あ
る

な
め
く
じ
り

で
は

し

ナ
メ
ク
ジ
リ

に
は

の

が

め
ら
れ
る

し
か
し

そ
れ
と

の

ナ
メ
ク
ジ

が

さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
は

で
き
て
い
な
い

こ
れ
は

で

マ
ユ

と

マ
ユ

ゲ

で

カ
ワ
ズ

と

カ
エ
ル

な
ど
で
も

な
と
こ
ろ
が
あ
る

ま
た

リ
ュ

キ
ュ

イ
モ

と

サ
ツ
マ
イ
モ

ボ

フ
ラ

と

ボ

ブ
ラ

イ
カ
ノ
ボ
リ

と

タ
コ

も

で

い

の

が

ら
れ
な
い
こ
と
も

ん
で

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

そ
れ
ぞ
れ

で
は

の

を

し
た
も
の
も
あ
る
が

で
は
な
い

に

で
は
あ
る

い

が

し

と
し
て

さ
れ
て
い
る
こ
と
に

し
て
は

る
だ
け

に

と
い
う

な

で

し
よ
う
と
し
た

し
か
し

こ
れ

に

ま
た

な
ど

の

え

な

の

と
す
べ
き

も
あ
る

も

え
た

に

な

ど

と
の

に

さ
れ
る

と
の

は

で
き
な
い

。

以
上

如

見
出

語

文
体
価
値

高

、

結
局『

物
類
称
呼』

見
出

語

基
本
的

近
世
後
期
当
時
一
昔
前

使

京
坂
語

言

。、

各
分
布
類
型

示

、

同

意
味
項
目

京
坂
・
江
戸

場
面

使

、

新

言

方

場
合、

避

傾
向

顕
著

、

一
方
話

言
葉

使

、

死
語

化
・
廃
語
化

言

方

場
合、

避

傾
向

見

明

。

、「

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

限

」

見

出

語

、

話

言
葉

使

、

死
語
化
・
廃
語
化

言

方

区
別

付

、

、「

一
昔
前」

済

少

。

特

Ｎ
類
或

Ｎ
類

近

言

方、

具
体
的

項

目

「
」

・

「
」

・

「
」

・
「

」

・

「
」

見
出

語

、

歴
史

深

加

、

分
布
状
況

京
坂
・
江
戸

使
用
場
面

限

可
能
性

。

近
世
後
期

口
語
文
献

文
語
文
献

調
査

必
要

。

［
］

該
当

言

方

『

物
類
称
呼』

見
出

語

選
択

妥
当
性

意
味

、

今
後

課
題

点

多

。

前
項

、

見
出

語

広

共
通

見

性
格

述

。

確

言

方

見
出

語

選
択

理
由

一
端

説
明

。

特

文
体
価
値

高

共
通
語
的
性
格

中

他

言

方

対

優
位
性

説
明

場
合、

有
効

。

、

同

意
味
項
目

有
力

言

方

別

存

場
合、

選
択

理
由

説
明

、

該
当

言

方

選
択

十
全

説
明

。

特

前
項

例
外

項
目

〈
〉

・

〈
〉

、

見
出

語

選
択

妥
当
性

意
味

説
明

上

、

共
通
語
的
性
格

優
位

考

〈
〉

〈
〉

見
出

語

選
択

理
由

説
明

。

項
目

〈
〉

同
様

。

項
目

「
」

見
出

語〈
〉

一
定

共
通
語

的
性
格

認

。

、

同
性
格

〈
〉

選
択

説
明

。

、

項
目

〈
〉

〈

〉

、

項
目

〈
〉

〈
〉

同
様

。

項
目

〈
〉

〈
〉

、

〈
〉

〈
〉

、

〈
〉

〈
〉

同
様

、

古

文
献

用
例

得

絡

難

。

論
中

一
応

説
明

施

、

十
分

。

基
本
的

本
稿

言

方

見
出

語

選
択

関

、

出
来

歴
史
性
・
地
域
性
更

場
面
性（

文
体
性）

社
会

的

実
態

解
釈

。

、

以
外

語
源
意
識
・
規
範
意
識

歌
語
・
雅
語
意
識

、

吾
山
個
人

捉

方（

勿
論、

社
会
的

意
識
・
認

識

反
映

面

）

考

。

更

『

和
名
抄』『

大
和
本
草』

、

先
行
文
献

関
連、

就
中
後
者

代
表

本
草
書
類

関
連

閑
却

。

注
–

４

９

５

５

４
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一
三
二

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

24

た
だ

で

っ
た

の

で
も

に

し
な
が
ら

な
る

い

を

し

と
す
る
な
ど

の

が

め
ら
れ
た

で

に

と
し
て

し
た

く

し

の

す
る

も

な
く
な
い

こ
れ
を

な

き

し
と
す
る
か

し
か
る
べ
き

を

し

そ
れ
に

ら
し
た

で
の

と
す
る
か
は

し

を

の

と

に

え
る
か
の

も

め

つ
ひ
と

つ
の

に
つ
い
て

し

し
て
ゆ
く
べ
き

と

え
る

と
は

え

は

の

し

の

の

と

し
て
い

る
が

す
で
に
そ
れ
は

に

ぎ
な
く
な
っ
て
い
る

は

を

れ

を

す
る
こ
と
ば
の

な

の

か
ら

つ

ひ
と
つ
の

ご
と
に

し

で
あ
っ
た

い

を

と
し
な
が
ら

な

い

を

に

れ

か
ら

の

を

く

し
て

そ

れ
ら
の

を

ら
か
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

の

の
く
つ
ろ
い
だ

の

い

を

え
る

の

の

を

し
た

し
か
し

の

や

の

か
ら
そ
こ
に

さ
れ
た

が

で
あ
る
か

を

じ
る
こ
と
が

な
く
な
か
っ
た

な

ち

く
つ
ろ
い
だ

で

わ
れ
る

い

と

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

え
ば

の

い

と
さ
れ

る

マ
ユ
ゲ

ウ
ゴ
ロ
モ
チ

に
つ
い
て
は

を

い
て

べ
る
こ
と
が
あ
っ
た

ま
た

や

の

か
ら

す
る
と

さ
れ
な
が
ら
も

に

さ
れ
て
い
な
い

い

は

マ

イ
ゲ

カ
イ
ル

ガ
マ
ガ
エ
ル

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

な
ど

な
く
な
か
っ
た

の

く

に

さ
れ
た

は
く
つ
ろ
い
だ

の

い

と
し
て
は

す
ぎ

に
よ
っ
て

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

わ
れ

る

が
あ
る

こ
れ
も

の

で
は
あ
る
が

の

と
な
る

の

し

に

ら
ず

の

い

は

で

の

の
よ
う
な

わ
れ

で

け

れ
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る

こ

の

あ
る

わ
れ

か
ら

の

わ
れ

に

す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し

あ
る

わ
れ

の
ま
ま
で

に

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う

で

う
の
は

だ
け
で
あ
っ
た
が

は

さ
れ
て
い
た

ま
っ
た

の

し

や

な

き

で

わ
れ
る
だ
け
で

そ
れ
な
り
の

が

じ
ら
れ
て
い
た

く
つ
ろ
い
だ

の

し

で
も

に

わ
れ

な

ど
の

は
あ
ま
り

じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

そ
の

し

で
の

わ
れ

で
な
い
が

の

し

の

け
の
た
め

し

で
は

わ
れ
ず

し
て
い

る
が

な

き

で
は

わ
れ
て
い
た

と
い
う

わ
れ

も

し
て

い
るこ

の
よ
う
な

に
お
け
る

の

い
は

と

の

を

に

え
て
き
た

し
か
し

に
よ
っ
て

、

本
稿

扱

項
目

中

『

大
和
本
草』

存

異

言

方

見
出

語

、『

物
類
称
呼』

独
自
性

認

。

一
方

、

山
県
一
九
九
六
・
九
七

Ａ
類

示

如

見
出

語

一
致

項

目

少

。

無
自
覚
的

引

写

、

共
通

語
的
性
格

認
識

、

照

上

選
択

、

見
出

語

〈

地
域―

方
言
形〉
記
述

同
列

扱

議
論

含

、

今
後
一

項
目

検
討

、

判
断

問
題

考

。

言

、

本
稿

、『

物
類
称
呼』

見
出

語

性
格

検
討

称

、

出
発
点

過

。

今
後

、『

物
類
称
呼』

離

、

共
通
語
的
性
格

有

歴
史
的

研
究

立
場

、

一

意
味
項
目

見
出

語

言

方

中
心

様
々

言

方

視
野

入

、

近
世
後
期

明
治
期

文
献

広

調
査

、

場
面
性（

文
体
性）

明

。
［

］

近
世
後
期

京
坂
・
江
戸

場
面

言

方

考

際、

『

物
類
称
呼』

〈

地
域―

方
言
形〉

記
述

参
照

。

、

同
時
代

方
言
書
類

分
布
相

記

方
言
形

妥
当

、

疑
問

感

少

。

今
日
的

「

方
言
形」

、

即

、

場
面

使

言

方

判
断

。

例

、

関
西
・
京

言

方

項
目

〈
〉

・

〈
〉

論
中
紙
面

割

述

。

文
献

現
代
方
言

分
布
状
況

当
時
存
在

予
想

『

物
類
称
呼』

記

言

方

、

項
目

〈

〉

・

〈
〉

・

〈
〉

・

〈
〉

、

少

。

以
上

如

『

物
類
称
呼』

示

方
言
形

場
面

言

方

綺
麗

、

吾
山

整
理

思

節

。

別

方
向

、

今
後

課
題

。

Ａ
類

見
出

語

限

、

京
坂
・
近
畿
地
方
出
自

言

方

、

江
戸

次

～

使

方

受

入

予
想

。

場
合、

使

方

別

使

方

移
行

、

使

方

今
日

至

。

江
戸

使

京
坂
・
近
畿
地
方
出
身
者

、

理
解

。

改

場
面

話

言
葉

日
常
的

書

言
葉

使

、

地
域
色

感

。

場
面

話

言
葉

一
般
的

使

、「

上
方
臭」

地
域
色

感

。

他、

話

言
葉

使

方

、

本
稿

場
合、

見
出

語

性
格
付

、「

話

言
葉

使

死
語
化
・
廃
語
化

、

特
殊

書

言
葉

使

」

使

方

想
定

。

江
戸

場
面
性（

文
体
性）

違

、

吾
山

同
程
度

教
養
層

基
本

考

。

、

階
層

京
坂
・
近
畿
地
方

注
—

６

４

９

４
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一
三
三

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

25

出
自

言

方

受

入

方

違

言

。

〈
〉

『

解
説

』
「

多

、

領
域

認

」（

頁）

記

如

、

確
認

限

、〈

〉
併
用

含

、

福
井
・
京
都
・
鳥
取
・
岡
山
・
広
島
・
山
口

各
府

県

都
合
一
〇
数
地
点
見

。『

日
本
方
言
大
辞
典』

〈
〉

兵
庫
県
・
奈
良
県
・
広
島
県
・
香
川
県

示

。

《

京
阪
・
東
京

分
布

》

条
件

、

見
出

語

各
市
内
・
区
内

地
点

分
布

場
合

当
然

、

見
出

語

他

変
種

併
用

場
合、

京
阪

京
都
・
大
阪
両
市

見
出

語

揃

見

場
合

。

或

、

大
阪
市

除

、

京
都
市

分
布

類
型
化

方

問

題

少

知

。

『

言
海』

〈
〉〈

〉

見
出

立

。

、「
」
「［

略

、

更

唐

加

語］

一
名。（

関
東）」

、

「
」

行

詳
細

説
明

後

「

略

、

。

一
名、

。（

関
東）
…
」

記

。

『

言
海』

、「
」

項

「

同

。（

関
東）」

、「

」

項

「

略」

簡
潔

済

、「
」

項

行

詳
細

説
明

施

。

扱

、〈
〉

、

日
常

話

言
葉

世
界

、

規
範
意
識

語

源
意
識

中

生

続

言

方

言

。

、

東
京

区
内

〈
〉〈

〉

及

〈
〉

〈
〉

混
在

、

周
辺
地
域

同
傾
向

。

、

埼
玉
・
東

京
・
神
奈
川

限

〈
〉

最

多

。

『

和
英
語
林
集
成』

和
英

部

、〈
〉〈

〉〈
〉

三

版

見

、

類

見
出

立

。

、

英
和

部「
」

項

初
版〈

〉〈

〉

、

二
版
・
三
版〈

〉〈
〉

如

、

類

見

。

『

物
類
称
呼』

「

関
西」

言

方

〈
〉

示

、

既
述

如

分
布
領
域

持

、

近
畿
地
方

〈
〉

一
般
的

。

変
化
形

『

日
葡
辞
書』

見

、「

（

眉
毛）

、

（

眉
毛）

言

、

方

。」

如

、〈
〉

違

記

。

従

、

近
世

後
期

京
坂

今
日

同

〈
〉

〈
〉〈

〉

対

場
面

一
般
的

言

方

判
断

。

従

、

文
体
価
値

点

京
坂
・
江
戸

〈
〉

〈
〉

違

微
妙

。

、【

眉
毛】

言

方

、

小
林
隆
氏

詳
細

論

（

小
林
二
〇
〇
一）

。

数
多

文
献

駆
使

語
史

記
述

、

方
言

分
布

対
照

。

、

近
世
後
期

中
心

〈
〉

位
置
付

関

本
稿

得

結
果

殆

違

。

、

形

触

止

。

本
項
目

〈
〉〈

〉

使
用
地
域

示

。

点

〈

地
域―

方
言
形〉

記
述

見

方
言
形〈

〉

〈
〉〈

〉

異

性
格

有

認

。

の

い

の

け

れ

に

い
の
あ
る
こ
と
は

う
ま
で
も
な
い

ク
ビ
ス

は

で

あ
ま
り

く
な
く

ま
と
ま
っ
た

は

め
ら
れ
な
い

と

さ
れ
る

く

で

で
き
た

り
で
は

キ

ビ
ス

と
の

も

め

の

で

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る

で
も

ク
ビ
ス

は

が

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

に

す
る

と
は

し

が

に

で
も

す
る

は

と
し
て

し

が

の

と

さ
れ

る

で
は

に

し

が

っ
て

ら
れ
る

で

あ
る

い
は

は

き

の

だ
け
で

し
た

が

が

な
か
っ
た
か
も

れ
な
い

で
は

ト

モ
ロ
コ
シ

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

と
も
に

し
に

て
ら
れ
て
い
る

し
か
し

た
う
も
ろ
こ
し

は

も
ろ
こ
し
き
び
ヲ

シ
テ

に

ヲ

ヘ
タ
ル

な
ん
ば
ん
き
び
ノ

だ
け
で
あ
る
が

な
ん
ば
ん
き
び

は

に
わ
た
る

な

の

に

シ
テ

ナ
ン
バ

タ
ウ
モ
ロ
コ
シ

と

さ
れ
る

で
は

た
こ

の

は

い
か
の
ぼ
り
ニ

ジ

い

か

の

は

い
か
の
ぼ
り
ノ

と

に

ま
さ
れ

い
か
の
ぼ
り

の

で

に
わ
た
る

な

が

さ
れ
て
い
る

こ
の
よ
う
な

い
な
ど
か

ら

イ
カ
ノ
ボ
リ

は

の

し

の

で
な
く

や

の

に

き

け
た

い

で
あ
る
と

え
そ
う
で
あ
る

に
よ
る
と

は

マ
ユ
ゲ

マ
イ
ゲ

び

マ
ミ
ヤ

マ
ミ
エ

が

し

も
ほ
ぼ

で
あ
る

た
だ

に

る
と

マ
ミ
ヤ

が

も

い

の

で
は

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

マ
ミ
ゲ

が

つ
の

す
べ
て
に

ら
れ
る
が

マ
イ
ア
イ

が

し
に

て
ら
れ
る
こ
と
は

な
い

し
か
し

の

の

で
は

マ
ユ

マ

ミ
エ

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

の

く

マ
ミ
ア
イ

が

ら
れ
る

こ
と
も
あ
る

は

の

い

と
し
て

マ
ユ
ゲ

を

す
が

の

く

で
は
ま
と
ま
っ
た

を

た
ず

で
は

マ
イ
ゲ

が

で
あ
る

こ
の

は
す
で
に

に

ら
れ

ま
た
は

と
も

い

む
し
ろ
そ
の

が

ま
さ
る

の

く

マ
ユ
ゲ

と
の

い
が

さ
れ
て
い
る

っ
て

の

で
も

と

じ
く

マ
イ
ゲ

は

マ
ユ

マ
ユ
ゲ

に

し

て
く
つ
ろ
い
だ

で

な

い

で
あ
っ
た
と

で
き
る

っ
て

の

で

と
も
に

マ
ユ

と

マ
ユ
ゲ

の

い
は

な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

な
お

の

い

に
つ
い
て
は

の

な

が
あ
る

く
の

を

し
て

が

さ
れ

の

と

が
な
さ
れ
て
い
る

た
だ

を

と
し
た

マ
ユ

の

け
に

し
て
は

で

ら
れ
た

と

ど

い
が
な
い

こ
の
た
め

こ
の
よ
う
な

で

れ
る
に

め
る

で
は

カ
ワ
ズ

カ
エ
ル

と
も

が

さ
れ
て
い
な
い

こ
の

か
ら
も

の

に

ら
れ
る

ビ
ッ
キ

ビ
キ

ヒ
キ

な
ど
と

な
っ
た

を

す
る
こ
と
が

め
ら
れ
る

ƒ≈∆«»
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一
三
四

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

26

本
稿

見
出

語

問
題

、

項
目
中

項
目

〈
〉

如

副
見
出

語

見

。

項
目

「
」

・
項
目

「
」

・
項
目

「
」

項
目

「
」

・
項
目

「
」

・
項
目

「
」

項
目

「
」

・
項
目

「
」

・
項
目

「
」

中

分
布
領
域

見
出

語

広

、

或

見
出

語
以
上

歴
史

深

論
中
言
及

。

簡
単

見
出

語

副
見
出

語

比
較

、

副
見
出

語

方

見
出

語

古

言

方

項
目

多

（

項
目

「

ゝ」
―
「

」

、

「
」
―
「

」
、

「
」
―
「

」

、

「
」
―
「

」

、

「
」
―
「

」）

、

見
出

語

方

古

言

方

項
目

限

（

項
目

「
」
―

「
」

、

「
」
―
「

」）

。

場
合、

例
外

存

、

副
見
出

語

京
坂
・
江
戸

死
語
化
・
廃
語
化

多

。文
献

先
後
関
係

明
確

、

従
来

研
究

文
体
価

値

違

考

項
目

存

（

項
目

「
」
―
「

」

、

「
」
―
「

」）

。

、

高

文
体
価
値

持

言

言

方

見
出

語

選

、

本
項
目

。

地
域
性

、

殆

場
合、

見
出

語

方

副
見
出

語

分
布
領
域

広

。

点

本
項
目

項
目

「
」

例
外

、

副
見
出

語〈

〉〈
〉

全
国
的

最
大

分
布
領
域

持

。

、

項
目

中

項
目

現
代
共
通
語
形

副
見
出

語

。

本
稿

副
見
出

語

性
格

検
討

、

注

触

止

、

見
出

語

性
格

別

観
点

捉

方
法

一

今
後

検
討

必
要

。

〈
〉

『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

「

室
町
時
代
以
降

用

例

、

特

口
語

多

用

」
「

玉
塵
抄」（

一
五
六
三）

・

「

天
草
版
伊
曽
保」（

一
五
九
三）

用
例

示

。

『

和
英
語

林
集
成』

和
英

部

〈
〉〈

〉

初
版
・
二
版
・
三
版、〈

〉

二
版
・
三
版

見

（

但

、

英
和

部「
」

項

〈
〉〈

〉

三

版

見

、〈
〉

見

）

。

、

凡
例

〈
〉

見

、

変
化
形

考

〈
〉

近
畿
地
方

分
布

、

関
東
地
方

茨
城
・
千
葉
・
神
奈
川

散
在

程
度

。

〈
〉

多

。

本
項
目

見
出

形
式

「

踝

」

如

副
見
出

語

〈
〉

示

。

副
見
出

語

項
目

〈
〉

・

〈
〉

如

最
大

分
布
領
域

有

言

方

一
方、

項
目

〈
〉

・

〈

〉

・

〈
〉

・

〈
〉

如

全

殆

分
布
領
域

持

言

方

存

。

語

、

概

上
代
・
中
古
期

文
献

見

、

文
献

一
定

用
例

持

、

後
話

言
葉

使

、

死
語
化
・
廃
語
化

言

方

。

以

外

副
見
出

語

室
町
期

文
献

一
定

用
例

持

、

歴
史
的

安
定

言

方

。

で
は

し

を

と
し
て
き
た
が

に

カ
エ
ル

の

き

し

が

ら
れ
る

た
る
ひ

つ
ぶ
し

く
び
す

に
は
く
な
ぶ
り

い
ほ
じ
り

よ
ね

し
ぶ
き

き
の
こ

ま
つ
ふ
ぐ
り

こ
れ
ら
の

に
は

が

し

よ
り

い

い
は

し

に

が

い
な
ど
と
し
て

し
た
も
の
が
あ
る

に

し

と

し

を

す
る
と

ま
ず

し

の

が

し

よ
り

い

い

で
あ
る

が

く

つ
ら

た

る
ひ

く
ろ
ぶ
し

つ
ぶ
し

せ
き
れ
い

に
は
く
な
ぶ

り

か
ま
き
り

い
ほ
じ
り

じ
う
や
く

し
ぶ
き

し

の

が

い

い

で
あ
る

は

ら
れ
る

た
け

き
の
こ

ま
つ
か
さ

ま
つ
ふ
ぐ
り

こ
の

も

す
る
が

し

は

で

し
た
よ
う
な
も
の
が

い

か
ら
そ
の

は

で
な
い
が

の

に
よ
っ
て

に

い
が
あ
る
と

え
ら
れ
る

も

す
る

き
び
す

く

び
す

こ
め

よ
ね

た
だ

い

を

つ
と

わ
れ

る

い

が

し

に

ば
れ
て
い
る
の
は

だ
け
で
あ
る

で
は

ど
の

し

の

が

し

よ
り

が

い

こ
の

で

と

た
け

は

で

し

カ

エ
ル

キ
ノ
コ

が

に

の

を

つ

そ
し
て

こ
の

だ
け

が

し

と
な
っ
て
い
る

は

し

の

を

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め

で

れ
る

に

め
る
が

し

の

を

の

か
ら

え
る

の

つ
と
し
て

こ
の
よ
う
な

も

で
あ
る

カ
イ
ル

は

で
は

の

で

に

で

く

い
ら
れ
た

と
し
て

な
ど
の

が

さ
れ
る

ま
た

の

で

カ
エ
ル

カ
ワ
ズ

は

カ
イ

ル

は

に

ら
れ
る

し

の

の

で
は

カ
エ
ル

カ
ワ
ズ

は

つ
の

に

ら
れ
る
が

カ
イ
ル

は

ら
れ
な

い
た
だ

の

に

カ
イ
ル

は

ら
れ
ず

そ
の

と

え
ら
れ
る

ケ

ル

も

に
は

せ
ず

も

に

す
る

で
あ
る

で
も

カ
イ
ル

は

く
な
い

の

し

は

く
ろ
ぶ
し

の

く

し

と
し

て

ツ
ブ
シ

が

さ
れ
る

し

に
は

カ
エ
ル

キ
ノ
コ

の

く

で

の

を

す
る

い

が
あ
る

ク
ビ
ス

ニ
ワ
ク

ナ
ブ
リ

ヨ
ネ

シ
ブ
キ

の

く

く
ま
た
は

ど

を

た
な
い

い

も

す
る

こ
れ
ら

は

ね

の

か
ら

ら
れ

に

の

を

っ
て
い
る
が

そ
の

し

で
は

わ
れ
な
く
な
り

し
た
よ
う
な

い

で
あ
る

こ
れ
ら

の

し

も

の

か
ら

の

を

つ

に

し
た

い

で
あ
る

36
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一
三
五

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

27

し
か
し

の

し

ツ
ブ
シ

は

に
よ
っ
て
も

の

が

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

も

ツ
ブ
ブ
シ
の

と
み
な
さ
れ
る
が

か
ら

の

に
わ
ず
か

に

す
る
の
み
で
あ
る

ツ
ブ
フ
シ
に

し
て

の

で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い

と
さ
れ
る

の

に

ら
れ
ず

で
は

と

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

む
し
ろ

ツ
ブ
シ

は

ひ
ざ

に
て

つ
ぶ
し
と
い
ふ

に
て

ひ

ざ
つ
ぶ
し
と

の

く

の

と
し
て

わ
れ
る
こ
と
が

で
あ
る

こ
の
よ
う
な

で
の

は

ク
ビ
ス

な
ど
の

き

の

さ
の
た
め
で
な
く

の

し

で
あ
ま
り

で
な
か
っ
た
こ
と

の

と

え
ら
れ
る

に

し
た

く

し

は

し

に

い

な

い

で
あ
る
こ
と
が

い

ち
な
み
に

に
は

ク
ル
ブ
シ

よ
り

い

い

と
し
て

な
ど

の

に
も

ら
れ
る

つ
ぶ
ふ
し

つ
ぶ
な
き

が

す
る

し
か
し

こ
れ
ら
が

し

に

て
ら
れ
る
こ

と
な
く

し
く

が

い
と
は

い
が
た
い

ツ
ブ
シ

が

さ
れ
て
い

る

こ
れ
は

し

ク
ロ
ブ
シ

と

じ
く

し

と
し
て

で

あ
る

か
に

の

く

し

し

が
と
も
に

に
あ
ま
り

で
な
い

い

で
あ
る
こ
と
は

で

が

れ
て
い
る
と
は

え
る

し
か
し

で

し
た

い

で

さ
れ
た

し

く

る
ぶ
し

が
ど
の

か
で

ら
か
の

に
よ
っ
て

く
ろ
ぶ
し

と

さ
れ
た

も

で
き
な
い

は

の

で
は

ム
グ
ラ
モ
チ

が

で

モ
グ
ラ
モ

チ

は

に
な
っ
て

に

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る

し
か
し

モ
グ
ラ
モ
チ

は

の

く

に

ら
れ
る

ま
た

の

か

ら

か
ら

ム
グ
ラ
モ
チ

よ
り

の

い

い

と
し
て

ん
に

わ
れ
て
い
た
と

さ
れ
る

で

し

の

を

す
る

と
し
て

し

と

と

め
ら
れ
る

を

に
し
た

こ
の

ど
の

ま
で
の

い
を

と

め
る
か

し
い
と
こ
ろ
が
あ

る

え
ば

ウ
マ

に

す
る

ン
マ

は

と
し
て

な
か
ろ

う

ま
た

に

し
た
が

ツ
ク
ツ
ク
シ

と

ツ
ク
ヅ
ク
シ

は

の

で

れ
と
し
て

し
て
あ
る
た
め

じ
く

と

め
た

し
か
し

の

い
に

し
て

ト
カ
ケ

と

ト
カ
ゲ

ボ

フ
ラ

と

ボ

ブ

ラ

カ
カ
シ

と

カ
ガ
シ

は

で
も

い
が

さ
れ
る
こ

と
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ

の

を

っ
て
い
た

の

い
に

ぎ

な
い

ク
ロ
ブ
シ

と

ク
ル
ブ
シ

も

じ
く

な

で
あ
る

そ
の

ト
ン
ボ

と

ト
ン
ボ

カ
タ
ツ
ブ
リ

と

カ
タ
ツ
ム
リ

は

と

め
る
が

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

と

ナ
ン
バ
キ
ビ

は

と

め

、

本
項
目

副
見
出

語〈
〉
『

日
本
国
語
大
辞
典（

二
版）』

「

文
明
本
節
用
集」

用
例

示

。

小
林
氏

「

短
縮
形

、

中
古
末

中
世

辞
書

登
場

。

…

対

庶
民

口
頭
語

」（
小
林
二
〇
〇
四

頁）

。

凡
例

見

、『

日
本
方
言
大
辞
典』

「

徳
島
県

美
馬
郡

愛
媛
県
新
居
郡

」
記

。

、〈
〉

『

物
類
称
呼』「

膝

○
豊
州

・

…

薩
摩

・

云」（

頁）

如

【
膝】

方
言
形

使

一
般
的

。現
代
方
言

状
況

、

項
目

〈
〉

如

歴
史

深

、

京
都

話

言
葉

一
般
的

反
映

考

。

注

示

如

副
見
出

語

見
出

語
以
上

古

伝
統
的

言

方

多

。

、【

踝】
〈

〉
古

言

方

『

和
名
抄』

中
古
期

古
辞
書

見

「
」

「
」

存

。

、

副
見
出

語

立

、

新

一
般
性

高

言

〈
〉

示

。

、

見
出

語〈
〉

同

副
見
出

語

例
外

。確

本
項
目

如

見
出

語
・
副
見
出

語

歴
史
的

一
般
的

言

方

、

項
目
内

統
一

取

言

。

、

伝
統
的

安
定

言

方

統
一

見
出

形
式「

」

段
階

何

理
由

「
」

記

可
能
性

否
定

。

前
田
氏

近
世
後
期

江
戸

〈
〉

一
般
的

〈

〉

大
正
時
代

一
般
的

使

（

前
田

一
九
八
五

頁）

。

、〈
〉

前
掲

如

『

浪
花
聞
書』

『

東
京
京
阪
言
語
違』

見

。

『

和
英
語
林
集
成（

初
版
・
二
版
・

三
版）』「

」

記
述

明
治
期
以
前

〈
〉

文
体
価
値

低

言

方

盛

使

予
想

（

山
県
一
九
九
七

注

参
照）

。

本
稿

見
出

語

分
布

類
型
化

場
合、

原
則

見
出

語

「

同
一」

認

方
言
形

対
象

。

場
合、

程
度

違

同
一

認

難

。

例

、〈
〉

対

〈
〉

音
声
変
種

問
題

。

注

記

、〈
〉

〈
〉

凡

例

揺

処
理

、

同

同
一

認

。

、

清

濁

違

関

、〈
〉

〈
〉

、〈
〉

〈

〉

、〈
〉

〈
〉

『

物
類
称
呼』

違

意
識

、

固
有

分
布
領
域

持

。

母
音

違

過

〈
〉

〈
〉

同

有
意

語
形
差

。

他、〈
〉

〈
〉

、〈
〉

〈
〉

同
一

認

、〈
〉

〈
〉

同
一

認
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一
三
六

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

28

な
い
な
ど

ご
と
に

と
す
る

が

な
っ
て
い
た

し
か
し

で

カ
ボ
チ
ャ

ト

モ
ロ
コ
シ

な
ど
と

さ
せ
る

は
ボ

ブ
ラ

ナ
ン
バ
ン

と
し
て

を
ま
と
め
た

こ
の
ま
と
め

は

ご
と
に

の

と
の

の

い
に

じ

ま
た

を

と
す
る

で
あ
る
か
に

じ
て

な
る
こ
と
に
な
る

た
だ

こ
の

の

の

の

に

べ
る
と

に

の

い
が

で

ま
と
め

が

し
い

し
か
し

の

の

か
ら

え
て

の

の

い

は

な
ユ
レ
で

と
し
て
ま
と
め
て
も

は
な
い
と

し
た

で
は
く
つ
ろ
い
だ

の

し

に

す
る

と
し
て

ま
っ

た

の

し

や

き

を

し

に

え
て
き
た

た
だ

と
し
て

し
な
が
ら

ま
っ
た

の

し

と

き

と
の

い
は

れ
な
か
っ
た

は

の

に
よ
る
と

し

と

さ
れ

き

は

と
な
ら
な
い

し
か
し

し

の

を

し

に

を

え
て
い
く

に
は

き

で
の

わ
れ

は

で
き
な
い

に
は

で

う

き

は

で

の

を

し

の

と

さ
れ
る

の

の

を

と
す
る
が

の

の

も

に

り

れ

さ
ら
に

の

も

ぎ
こ
ん
で
い

る
う
え
に

の

の

に
よ
る
と

え
ら
れ
る
も
の
や

そ
の

も
の
の

と
い
う
こ
と
が
み
ら
れ
も
す
る

で
あ
る

こ
の

の

か
ら

ら
か
な

く

の

は

な

の

さ
を

と
す
る

こ
の
と
き

レ
ベ
ル
で
は

の

を

に

す
る

で

な

は

に

さ
か
ろ
う

し
か
し

レ
ベ
ル
で
は

ま
っ
た

の

し

の

に
あ
っ

て

に

さ
れ
る

を

い
る

か
ら

に
し
か

ら

れ
な
い

す
で
に

し
て

に
は

し
が
た
い

を

い
る

ま
で

な

は

い
と

さ
れ
る

こ
の

は

に

え
ば

の

の

の

し
い

き

で

は

の

を

す
る

に

ら
れ
る

な

き

と

え
る

こ
の

は

く
つ
ろ
い
だ

の

し

と

ま
っ

た

の

し

と

じ
く

な
も
の
で
あ
ろ
う

で
は

の

き

な

タ
イ
プ
の

き

を
そ
れ
ぞ
れ

な

き

な

き

と

し
て
い
る

で
も

べ
た
が

は

と
し
て

の

い

が

の

し

と
し
て

さ
れ
て
い
る
こ
と
は

の

に
お
い
て

な

を

す
る
と
い
う

な

を

し
た
も
の
と

え
る
が

せ
て

し

と
し
て

す
る

の

の

も

し
た

し
か
し

の
ご

を

つ
ま
で
も
な
く

で
も

れ

や

に

し
た
よ
う
に

に

を

め
と
す
る

と
の

は

の

に

ら
ず

し

に

し
て
も

で

っ
た

を

め
る

を

に

で
き
な
い
も
の
で
あ

る

う
ご
ろ
も
ち

じ
う
や
く

な
ど
の

し

に
つ
い

、

意
味
項
目（

分
布
図）

同
一

基
準

異

。

、

一
方

〈
〉〈

〉

対
比

場

合

類
・

類

類
似
形

。

方

意
味
項
目（
分
布
図）

他

変
種

形
式

違

応

、

何

目
的

作
業

応

異

。

、

【

土
竜】

諸
変
種

場
合、

他

項
目

比

全
体

形
式

違

微

妙

、

方

難

。

、

他

項
目

例

考

原
則
①

「

一
・
二
・
三
音
節
目

子
音
・
母
音

違

」

音
声
的

、

類
似
形

問
題

判
断

。

本
稿

場
面

話

言
葉

対

上
位
場
面

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

設
定

、

対
立
的

捉

。

、

上
位
場
面

一
括

改

場
面

話

言
葉

書

言
葉

違

一
切
触

。

「

江
戸
共
通
語」

、

土
屋
氏

条
件
①

、

話

言
葉

限
定

、

書

言
葉

問
題

。

、

見
出

語

性
格

検
討

、

特

文
体
価
値

考

場
合

書

言
葉

使

方

無
視

。

基
本
的

本
稿

言

「

書

言
葉」

近
世
文
語
文

「

伝
統

基
調

形
成

文
語

典
型

目

平
安
時
代

和
文

言
語

主
流

、

漢

方

要
素

柔
軟

取

入

、

中
世
語

要
素

注

、

…

当
代

口
語

影
響

考

口
語

混
入

」（

鈴
木
二
〇
〇
三

頁）

文
体

。鈴
木
氏

定
義

明

如

近
世

文
語
文

文
体
的

幅

広

特
徴

。

、

文
法

、

上
代
・
中
古
期

助
詞
・

助
動
詞

文
末
中
心

配
置

点

文
体
的

幅

相
対
的

小

。

、

語
彙

、

改

場
面

話

言
葉

延
長
線
上

一
般

理
解

単
語

用

場
合

、

上
代
・
中
古
期

見

、

当
時

死
語
化
・
廃
語
化

、

一
般

理
解

単
語

用

場
合

文
体
的

幅

広

予
想

。

場
合、

前
者

、

鈴
木
氏

従

、

当
代

口
語

混
入

著

書

言
葉

、

後
者

、

古
典

素
養

有

知
識
層

限

特
殊

書

言
葉

言

。

勿
論、

両
者
、

場
面

話

言
葉

改

場
面

話

言
葉

同

連
続
的

。

本
稿

、

右

如

典
型
的

二

書

言
葉

「

日
常

的

書

言
葉」「

特
殊

書

言
葉」

称

。

注

述

、

本
稿

前
提

該
当

言

方

『

物
類
称
呼』

見
出

語

選
択

、

当
時

江
戸

共
通
語

的

性
格

有

社
会
的

実
態

反
映

考

、

併

見
出

語

選
択

吾
山

意
図

重
要
性

指
摘

。

、

田
籠
博
氏

指
摘（

田
籠
二
〇
〇
四）

待

、

注

触

、

山
県
一
九
九
五

山
県
一
九
九
六
・
九
七

記

、

先

行
文
献、

特

『

大
和
本
草』

初

本
草
書
類

関
係

、〈

地
域

―
方
言
形〉

記
述

限

、

見
出

語

関

、

本
稿

扱

項

目
中

項
目

占

「

生
植」「

動
物」

中
心

無
視

。論
中
項
目

「
」

・

「
」

見
出

語

ー

ー

–

—

∏

∏
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一
三
七

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

29

て
は

と
の

の

い

ち

の

に
つ

い
て

れ
た
が

こ
れ
ら
も

く

を

し
て
い
け
ば

が

で

き
る
か
も

れ
な
い

ま
た

の

と
の

の

さ
が

か

ら

わ
れ
て
き
た

と
な
っ
て
い
る
の
か
も

れ
な
い

た
だ

の

し
を

い

き

し
の

さ
を

し
て

そ
の

の

さ
を

に

す
る
こ
と
は

で
な
い

を

す
る
こ
と
ば
の

な

の

か
ら
は

を

つ

の

し
た

な

と
し
て

え

そ
の

し

の

を
い
ろ
い
ろ

な

か
ら

え
て
ゆ
く
こ
と
が

と

え
る

の

の

き

し
な
ど
の
た
め

あ
る

し

が

を

さ
な
い

こ
と
が

す
る
か
も

れ
な
い

で
も

は

に
あ
り
そ
う
で

あ
る
が

そ
の
よ
う
な

の

い

し

が

め
ら
れ
た

し
か
し

に

さ
れ
る

な

を

し
た
こ
と
も

で
あ
る
か
も

れ
な
い

が

の

の

り
で
は
そ
の
よ
う
な

し

は
む
し
ろ

に

す
る

し

の

と
い
う

で

の

を

し
て
い

る
か
の
よ
う
な

を
と
っ
て
は
い
る

し
か
し

あ
く
ま
で
も

の

な

は

に

さ
れ
た

し

が

な

を

し
て
い
た
か

そ
の
よ
う
な

な

を

し
て
い
た
か
を

す
る
こ
と
で
あ
る

と

か
ら
み
た

く
る
ぶ
し

の

は

に
よ
る

の

と

の

か
ら

の

は

に
よ
る

の

ひ
つ
じ

の

の

の

を
め
ぐ
っ
て

の

モ
グ
ラ
の

ノ

ト

は

に
よ
る

か
ら

へ
の
ア
プ
ロ

チ

か
か

と
の

び

を
め
ぐ
っ
て

は

に

よ
る

『

大
和
本
草』

記
述

違

、

即

、『

物
類
称
呼』

独
自
性

触

、

広

文
献

調
査

「

出
典」

発
見

知

。

先
行

本
草
書
類

関
係

深

「

一
昔
前

使

京
坂
語」

知

。

、『

物
類
称
呼』

出
典
探

行

、

引

写

多

指
摘

、

独
自
性

低

殊
更

強
調

生
産
的

。

共
通
語
的
性

格

有

歴
史
的

研
究

立
場

、『

物
類
称
呼』

一

完
結

自
立
的

存
在

捉

、

見
出

語

性
格

観
点

捉

必
要

考

。

勿
論、

考
察

結
果、

先
行

文
献

引

写

、

見
出

語

共
通
語
的
性
格

有

判
明

知

。

実
際、

本
稿

事
情

別

、

可
能
性

高

見
出

語

認

。

、

採
用

一
般
的

項
目

対
象

一
因

知

、

本
稿

検
討

限

見
出

語

例
外

属

。

勿
論、

論
中「

見
出

語

選
択」

形

吾
山

意
図

重
視

表
現

。

、

本
稿

基
本
的

立
場

、『

物
類
称
呼』

示

見
出

語

近
世
後
期
当
時
共
通
語
的

性
格

有

、

社
会
的

実
態

反
映

検
討

。

大
橋
勝
男（

一
九
七
六）『

関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図

』（

桜
楓
社）

国
立
国
語
研
究
所
編（

一
九
六
六～

七
四）『

日
本
言
語
地
図

～
』（

大
蔵
省

印
刷
局）

小
林

隆（

一
九
八
二）「

文
献

方
言
分
布

〈
（

踝）〉

語

史」『

国
語
学
研
究』

―
（

本
文

小
林
二
〇
〇
四

）

―
―
―
―
（

二
〇
〇
一）「『

眉
毛』

語
史―

文
献

方
言

対
照

―
」『

国

語
語
彙
史

研
究』

―
（

本
文

小
林
二
〇
〇
四

）

―
―
―
―
（

二
〇
〇
四）『

方
言
学
的
日
本
語
史

方
法』（

書
房）

佐
藤
喜
代
治
編（

一
九
八
三）『

講
座
日
本
語

語
彙

～

語
誌
①～

③』

（

明
治
書
院）

尚
学
図
書
編（

一
九
八
九）『

日
本
方
言
大
辞
典』（

小
学
館）

鈴
木
丹
士
郎（

二
〇
〇
三）『

近
世
文
語

研
究』（

東
京
堂
出
版）

田
籠

博（

二
〇
〇
四）「

近
世

方
言」『

日
本
語
学』

―

土
屋
信
一（

一
九
八
七）「

江
戸
共
通
語

」『

香
川
大
学
国
文
研
究』

―

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編（

二
〇
〇
〇

～

〇
二）『

日
本
国
語
大
辞
典（

第
二
版）』（

小
学
館）

前
田

勇（

一
九
七
九）『

講
談
社
学
術
文
庫
・
江
戸
語

辞
典』（

講
談
社）

前
田
富
祺（

一
九
六
九
・
七
〇）「

語
史

上
・
中」『

日
本
文
学

』

―

・

（

本
文

前
田
一
九
八
五

）

―
―
―
―
（

一
九
七
九）「

言
語
地
理
学

国
語
史

―

呼

方

―
」『

国
語
学』

―
（

本
文

前
田
一
九
八
五

）

―
―
―
―
（

一
九
八
五）『

国
語
語
彙
史
研
究』（

明
治
書
院）

LAJ

◇
参
考
文
献
・
引
用
文
献
等

３

１

６

９

４

５

2220

11

23

12

12

ー

ー

119



一
三
八

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

30

山
県

浩（

一
九
九
五）「

江
戸
共
通
語
資
料

『

物
類
称
呼』

―

先
行

本
草
書

関
連
性―

」『

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編』

―

―
―
―
―
（

一
九
九
六
・
九
七）「

江
戸
共
通
語
資
料

『

物
類
称
呼』（

上）

（

下）
―

見
出

語

歴
史
性

中
心

―
」『

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編』

―

・
―
―
―
―
（

一
九
九
八）「『
物
類
称
呼』

見
出

語

―

江
戸
共
通
語
史

位

置―
」『

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編』

―

―
―
―
―
（

二
〇
〇
一）「

近
世
方
言
書

上
方
語

―
『

仙
台
言
葉
以
呂
波
寄』

『

燈
心
野
語』

中
心

―
」『

筑
紫
語
学
論
叢』（

風
間
書
房）

―
―
―
―
（

二
〇
〇
三）「『

物
類
称
呼』

見
出

語
―

地
域
性

全
体
的
傾

向―
」『

福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学』

―

宇
佐
美
英
機
校
訂（

一
九
九
六～

二
〇
〇
二）『

岩
波
文
庫
・
近
世
風
俗
志（

一）

～
（

五）』（

岩
波
書
店）

奥
村
三
雄
編
著（

一
九
八
九）『

九
州
方
言

史
的
研
究』（

桜
楓
社）

菊
池
武
人
編（

一
九
九
五）『

近
世
仙
台
方
言
書

翻
刻
編』（

明
治
書
院）

白
井
光
太
郎（

一
九
九
二）『

大
和
本
草―

Ⅰ
・
Ⅱ』（

有
明
書
房）

神
保
五
彌
校
注（

一
九
八
九）

）

土
屋
信
一（

一
九
九
九）「

東
京
京
阪
言
語
違

」『

近
代
語
研
究―

』

（

武
蔵
野
書
院）

中
村
幸
彦
校
注（

一
九
六
二）

）

福
井
久
蔵
編（

一
九
七
五）『

国
語
学
大
系

方
言
二』（

国
書
刊
行
会）

本
田
康
雄
校
注（

一
九
八
二）『

新
潮
日
本
古
典
集
成

浮
世
床
・
四
十
八
癖』（

新

潮
社）

正
宗
敦
夫
編（

一
九
三
一）『

日
本
古
典
全
集
・
第
四
期
・
片
言

物
類
称
呼

浪
花
聞
書

丹
波
通
辞』（

日
本
古
典
全
集
刊
行
会）

三
矢
重
松（

一
九
三
〇）『

庄
内
語
及
語
釈』（

刀
江
書
院）

武
藤
康
史
解
説（

二
〇
〇
四）『

学
芸
文
庫
・
言
海［

昭
和
六
年
版］』（

筑

摩
書
房）

和
田
万
吉
校
訂（

一
九
三
〇
・
三
一）『

岩
波
文
庫
・
椿
説
弓
張
月

上
・
中
・
下』

（

岩
波
書
店）

※

論
中
引
用

近
世
以
降

文
献

出
典

、

次

如

。

※
基
本
的

本
稿（

下）

直
接
的
・
間
接
的

利
用

限

。

但
、

調
査
資
料

中
古
期

古
辞
書
類

関

、

重
複

避

、

省
略

。

『

大
和
本
草』（

一
七
〇
九
刊）

＝

白
井
一
九
九
二

『

仙
台
言
葉
以
呂
波
寄』（

一
七
二
〇
序）

＝

菊
池
一
九
九
五

『

燈
心
野
語』（

一
七
三
六
序）

＝

菊
池
一
九
九
五

『
浜
荻（

庄
内）』（

一
七
七
六
以
降）

＝

三
矢
一
九
三
〇

『

御
国
通
辞』（

一
七
九
〇）

＝

福
井
一
九
七
五

『

椿
説
弓
張
月』（

一
八
〇
七～

一
一）

＝

和
田
一
九
三
〇
・
三
一

『

浮
世
風
呂』（
一
八
〇
九～

一
三）

＝

神
保
一
九
八
九

と
し
て
の

と
の

と
し
て
の

し

の

を

に
の

し

で
の

の

を

に

の

し

の

の

の
こ
と
ば

ち
く
ま

し
た

の

と

は

の

く
で
あ
る

に

で

に

し
た
も
の
に

っ
た

し

と
し
た

か
ら
の

に

す
る
も
の
は

を

け
る
た

め

し
た
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一
三
九

『

物
類
称
呼』

見
出

語（

下）
―

地
域
性

歴
史
性―

（

山
県）

（ ）

の

し

と

31

『
浮
世
床』（

一
八
一
三～

二
三）

＝

本
田
一
九
八
二

『

浜
荻（
仙
台）』（

一
八
一
三
頃）

＝

菊
池
一
九
九
五

『

仙
台
方
言』（

一
八
一
七
頃）

＝

菊
池
一
九
九
五

『

浪
花
聞
書』（
一
八
一
九
頃）

＝

正
宗
一
九
三
一

『

方
言
達
用
抄』（
一
八
二
七
序）

＝

菊
池
一
九
九
五

『

春
色
梅
児
誉
美』（

一
八
三
二
・
三
三）

＝

中
村
一
九
六
二

『
（

久
留
米）』（
一
八
五
二
頃）

＝

奥
村
一
九
八
九

『

守
貞
謾
稿』（

一
八
五
三
概
略）

＝
宇
佐
美
一
九
九
六～

二
〇
〇
二

『

常
陸
方
言』（

未
詳）

＝

福
井
一
九
七
五

『

筑
紫
方
言』（

文
化
文
政
以
降）

＝

福
井
一
九
七
五

『

東
京
京
阪
言
語
違』（

一
八
八
六）

＝

土
屋
一
九
九
九

『

言
海』（

一
八
九
一）

＝

武
藤
二
〇
〇
四

【

最
終
稿
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
七
日】

○

頁
下
段

行
目＝

（

誤）

見
出

語

併
用

…

→
（

正）

見
出

語

併
用

…

行
目＝

（

誤）
「

」
＝
〈

〉

→
（

正）
「

」
＝
〈

〉〈
〉

○

頁
上
段

行
目＝

（

誤）

書

言
葉

使

…

→
（

正）

特
殊

書

言
葉

使

…

行
目＝

（

誤）

話

言
葉
・
改

場
面

使

…

→
（

正）

話

言
葉
・
改

場
面

日
常
的

書

言
葉

使

…

は
ま
お
ぎ

し

と

さ
れ
る

し

な
ど
と

さ
れ
る

と
か
け

カ
ガ
ミ
ッ
チ
ョ

と
か
け

カ
ガ
ミ
ッ
チ
ョ

ト
カ
ゲ

き

で

わ
れ
る
も
の

な

き

で

わ
れ
る
も
の

し

ま
っ
た

で

わ
れ
る
も
の

し

ま
っ
た

や

な

き

で

わ
れ

る
も
の

◇
前
号（

上）

訂
正

の
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